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　下高井農林高等学校で飼育されている木曽
馬「馬鈴号」は、５月 27 日（水）に 30 歳
の誕生日を迎えます。平均寿命が 20 歳後半
の木曽馬の中で、めでたく長寿を重ねていま
す。息子の豊風号と仲良く過ごしています。
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野生鳥獣への餌付けは厳禁！
　野生鳥獣にエサを与える行為は、私たちの暮らしに以下のような深刻な事態を
招くことになります。

◆住民の皆さまへのお願い
　人身被害や農作物被害が発生しないよう、以下の徹底をお願いします。
◉直接エサを与えない
　お菓子やパンのクズであっても絶対に与えないでください。
◉エサとなるものを放置しない
　収穫しない果実や野菜、屋外のペットフード、ゴミ出しのルールを守るなど、
動物を寄せ付けない環境づくりにご協力ください。
　私たちの安全な暮らしを守るため、皆さまのご理解とご協力をお願いします。

「人身被害」のリスクが高まります
　エサをもらうことに慣れた鳥獣
は、次第に人間を恐れなくなります。
　それどころか、食べ物を持ってい
ない人に対しても「食べ物を持って
いるはずだ」と判断し、執拗に追い
かけたり、噛みついたりする「人身
被害」に発展するケースもあります。

「居座り」被害が深刻化します
　一度エサをもらった鳥獣は、その
場所を「苦労せずに食べ物が手に入
る場所」と学習します。すると、山
へ帰らずに住宅街や耕作地に居座る
ようになります。野生動物が定着し
てしまうことで、被害が継続し、遭
遇する危険性も高まります。
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◀自然界にあるものでも、「空腹でかわい
そうだから」といって集めて与えることは
絶対にしないでください。公園など人里の
堅果類（ドングリなど）を集めて山に持ち
込む行為は、動物だけではなく植物や昆虫、
菌類の生態系にも影響を与えます。

鳥獣緩衝帯整備事業補助金のご案内
　人里に出没するツキノワグマやイノシ
シ、ニホンジカなどによる人身被害およ
び農作物被害などを防止するため、鳥獣
の移動経路や潜み場となる藪や雑木林を
整備する経費に対し、補助を行います。
◉補助対象事業
　鳥獣の移動経路や潜伏場所となる恐れ
のある藪、雑木林などにおいて、1,000
㎡以上の刈払いなどを行うもの。
　※ただし、電気柵の維持管理に係る刈
　　払いなどは該当しません。

◉補助対象者　
　行政区などの団体
◉補助金額　
　1,000㎡あたり７千円
　（上限 7 万円）

（例）2,500㎡の刈払いを行った場合
　　  7 千円× 2.5 ＝ 1 万 7 千円
　　※千円未満に端数が生じた場合は
　　　切り捨て

　　　　　　【農林係　内線　１３２】
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クマの出没注意！
　山菜採りや登山などの行楽シーズンを迎えました
が、クマによる人身被害を防ぐため、行動に際しては
各自でご注意いただくようお願いします。
　クマの目撃情報がございましたら、役場農林係まで
ご連絡をお願いします。

①単独行動は控える。
②鈴やラジオなどを携帯し、周囲を確認する。
③朝夕の行動は避ける。
④クマの足跡や糞などを見つけたら、引き返す。
⑤子グマを見たら立ち去る。

　ツキノワグマによる人身被害及び農作物被害を防止
するため、樹木の伐採又はトタン巻きに係る経費に対
し、補助を行います。詳しくは農林係まで。
◉補助対象木　柿、栗、リンゴなど
◉補助対象木の要件
　・伐採などを行う樹木の約 100m以内に、人が居
　　住する住宅があること
　・補助金の交付を受けようとする者と、樹木の所有
　　者が異なる場合は、樹木の所有者から同意を得る
　　ことなど
◉補助対象者　個人または行政区

◉補助対象者の要件
　樹木の所有者または当該所有者から同意を得ている
◉補助対象経費など
　○伐採　樹木（上限 5本）を業者などに委託し、
　　　　　伐採するための委託料
　○トタン巻　樹木にトタン巻きを行うための資材
　　　　　　　購入費
◉補助限度額　全体経費の 2分の 1（上限 2万円）
　　　　　　　※千円未満に端数が生じた場合は切り
　　　　　　　　捨て
　　　　　　　　　　　　　【農林係　内線　１３２】
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■生態
・昼夜を問わず活動する。
・特に、朝夕の薄暗い時間帯によく活動する。
・雑食性だが、植物食への依存度が高い。

ツキノワグマの基礎知識
■特徴
　体長 110 ～ 140cm
　　　（鼻先から尾）
　体重 40 ～ 120㎏
　走行速度
　　　時速 40 ～ 50㎞

■１年のライフサイクル
　５～ ７月頃　  繁殖期
　９～ 11 月頃　飽食期
　11 ～ ３月頃　冬眠

ツキノワグマ誘引防止対策支援補助金のご案内

クマとの遭遇を回避するには

■痕跡

後ろ足前足
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「新たな防災気象情報」について

河川氾濫 大雨
低地の浸水や

洪水予報河川以外

の外水氾濫

土砂災害
急傾斜地のがけ

崩れや土砂災害

（ 警 戒 レ ベ ル ご

とに）住民が取

るべき行動

洪水予報河川
（千曲川※）

河川ごと 市町村ごと

警戒レベル
５相当

レベル５
氾濫特別警報

レベル５
大雨特別警報

レベル５
土砂災害特別警報

命の危険

直ちに安全確保

＜警戒レベル４までに危険な場所からかならず避難！＞

警戒レベル

４相当

レベル４

氾濫危険警報

レベル４

大雨危険警報

レベル４

土砂災害危険警報

危険な場所から

全員避難

警戒レベル

３相当

レベル３

氾濫警報

レベル３

大雨警報

レベル３

土砂災害警報

避難に時間を要す

る人は早めに避難、

避難の準備など

警戒レベル２
レベル２

氾濫注意報

レベル２

大雨注意報

レベル２

土砂災害注意報

避難行動を確認

（避難場所や避難

ルート、避難のタ

イミングなど）

警戒レベル１ 早期注意情報
災害への心構えを

高める

　令和８年５月 29 日から新たな防災気象情報の運用が開始されます。
　これまでの河川氾濫、大雨、土砂災害などに関する気象情報は、
　警戒レベルとの関係が複雑でわかりにくかったため、次のとおり見直されます。
　　〇５段階の警戒レベルに対応した防災気象情報を発表
　　〇警戒レベル４相当の情報として「危険警報」を新設
　　〇警報等発表時に「レベル４大雨危険警報」等、レベルの数字を付けて発表

新しい防災気象情報

　※河川氾濫情報については、千曲川が適用河川です。
　
◉「警戒レベル３大雨警報」や「警戒レベル４大雨危険警報」等が発表されても、村から「高齢者等避難」、「避
　難指示」などの避難情報について発令されない場合があります。また、危険警報等が発表されていなくても、
　村からの避難情報等が発令されることがあります。
◉村から発令される避難情報は、村内の降雨量や河川の水位や地理的要件等を総合的に判断して発令されます
　ので、村からの正式な情報発信をご確認ください。

【総務係　内線　１０６】
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乳がんは女性がかかるがんの中で最も多いがんで、
生涯に乳がんを患う女性は 9 人に 1 人と推定されて
います。
　子宮頸

けい

がんの罹患数は、20 代後半から増え 40 代
がピークになります。若い女性に目立つがんです。
　乳がんも子宮頸がんも早期には自覚症状がほとんど
ありませんが、早期治療のよる治癒率は大変高くなっ
ています。早期で見つけられれば、がんは決して怖い
病気ではありません。定期的に検診を受けましょう。

乳がん検診・子宮がん検診を
　　　　　　　受診しましょう

日　程 6 月 12 日（金）、26 日（金）　予約制
対象年齢 30 歳～ 39 歳、75 歳以上

※子宮がん検診（施設検診）以外は、保健センターでの検診となります。

乳がん検診（超音波検査に限る）の
検診費用の一部補助

　40 ～ 74 歳の方でマンモグラフィ検診を受けた

翌年に、個人で医療機関の超音波検査を受診した

場合に、1,000 円の補助をします。詳しくは健康

福祉係へお問合せください。

■乳がん検診（超音波）

■乳がん検診（マンモグラフィ）

■子宮がん検診（施設検診）

■子宮がん検診（集団検診）

日　程 6 月２日（火）、３日（水）、10 日（水）
予約制

対象者
穂高地区、往郷地区（栄町・南鴨・高石・
庚地区）、クーポン対象者（今年度 40 歳
になる方へお送りします）

対象年齢 40 歳～ 74 歳

日　程 6 月８日（月）、19 日（金）、29 日（月）
受付時間 午後１時～午後２時

対象年齢 20 歳以上（今年度 20 歳になる方へクー
ポンをお送りします）

日　程 ７月～ 10 月

医療機関 飯山赤十字病院、北信総合病院、すずき
レディスクリニック、保倉産婦人科医院

対象年齢 20 歳以上（今年度 20 歳になる方へクー
ポンをお送りします）

その他 申込みされた方には、後日、必要書類を
お送りします。

【健康福祉係　内線１２８】
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を
目
的
に
、
音
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祭
に
加
え
、
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大
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な
ど
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内
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光

も
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せ
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ツ
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を
行
っ
て
い
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す
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皆
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ん
の
ご
参
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を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◉
日
時

　

６
月
21
日
（
日
）
～
22
日
（
月
）

◉
参
加
費　

１
万
８
千
円

　
（
鑑
賞
代
金
、食
事
２
食（
１
日
目
昼
食
、

　

２
日
目
朝
食
）、
宿
泊
費
、
保
険
料
等

　

含
む
）

※
当
日
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。後
日
、

　

村
よ
り
２
千
円
分
の
宿
泊
費
助
成
が
あ

　

り
ま
す
。

※
１
日
目
の
夕
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、
２
日
目
の
昼
食
は
各

　

自
で
ご
負
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く
だ
さ
い
。

◉
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20
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（
先
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順
）

◉
交
通
手
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切
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光
バ
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◉
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込
方
法

　

政
策
情
報
係
へ
電
話
で
お
申
込
み
く
だ

さ
い
。「
名
前
」「
住
所
」「
当
日
連
絡
が

付
く
電
話
番
号
」「
生
年
月
日
」
を
お
伝

え
く
だ
さ
い
。

◉
申
込
締
切　

５
月
29
日
（
金
）

◉
行
程

○
１
日
目

・
役
場
集
合
（
午
前
７
時
）

・
深
大
寺
に
て
昼
食
お
よ
び
自
由
散
策

・
調
布
国
際
音
楽
祭　

公
演　

・
ホ
テ
ル
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
（
午
後
５
時
）

・
自
由
時
間

○
２
日
目

・
浅
草
寺
（
自
由
行
動
）

・
役
場
到
着
（
午
後
５
時
）　

※
道
路
交
通
状
況
等
に
よ
り
時
間
が
変
更

　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
る
場
合
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す
。

【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
３
】

６
21 

22
・

▲鈴木優人さん
　(C)Marco_Borggreve

▲上野耕平さん
　(C)Yuji_Ueno

▲ぱんだウインドオーケストラ
　(C)KosukeAtsumi

音楽祭
プログラムは

こちら
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に
ご
提
出
を
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民
応
援
臨
時
給
付
金
確
認
書

　

３
月
に
村
民
応
援
商
品
券
と
と
も
に
配

布
し
た
「
村
民
応
援
臨
時
給
付
金
支
給
口

座
確
認
書
」
の
提
出
は
お
済
み
で
す
か
。

提
出
期
限
は
５
月
28
日
（
木
）
で
す
。

◉
注
意

　

振
込
先
の
選
択
肢
で
あ
る
公
金
受
取
口

座
と
は
、
年
金
や
税
金
等
で
指
定
し
て
い

る
口
座
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
不
明
な
場

合
は
税
金
な
ど
で
確
実
に
村
に
登
録
が
あ

る
口
座
を
ご
指
定
い
た
だ
く
か
、
担
当
係

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
健
康
福
祉
係　

内
線
１
２
４
】

  

光
回
線
の
契
約
に
関
す
る

　
　
　
　
　

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
！

　

実
際
に
契
約
し
て
い
る
事
業
者
を
名
乗

り
、「
利
用
し
て
い
る
光
回
線
を
新
し
く

す
る
」
と
い
う
勧
誘
の
電
話
に
応
じ
た
ら

別
会
社
だ
っ
た
と
い
う
事
例
が
報
告
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

勧
誘
さ
れ
た
際
は
、
必
ず
事
業
者
名
や

サ
ー
ビ
ス
名
を
確
認
し
、
連
絡
先
を
聞
い

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

光
回
線
サ
ー
ビ
ス
の
電
話
勧
誘
の
場

合
、
事
業
者
は
原
則
、
契
約
前
に
書
面
を

交
付
し
、
料
金
や
提
供
の
条
件
を
説
明
す

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
事
業
者
に
書
面
の

提
出
を
求
め
、
改
め
て
電
話
で
書
面
の
説

明
を
受
け
た
う
え
で
必
要
な
契
約
か
判
断

し
ま
し
ょ
う
。
毎
月
の
支
払
額
や
、
オ
プ

シ
ョ
ン
の
有
無
、
解
約
金
な
ど
に
つ
い
て

も
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

必
要
が
な
か
っ
た
り
、
説
明
を
受
け
て

も
内
容
が
分
か
ら
な
か
っ
た
り
す
る
場
合

は
、
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

◉
困
っ
た
と
き
は
ご
相
談
く
だ
さ
い

○
長
野
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

０
２
６
３
（
４
０
）
３
６
６
０

○
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

電
話　

１
８
８

　
　
　
　
　
　
【
住
民
係　

内
線
１
２
１
】

  

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

設
置
費
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　

木
島
平
村
お
よ
び
長
野
県
で
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進
を
目
的

に
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
な
ど
を
設

置
し
た
方
を
対
象
と
し
た
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
補
助
金
に
は
要
件
が
あ
り

ま
す
。
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◉
木
島
平
村

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
・
蓄
電
設
備
設
置

　

費
補
助
金

　

・
太
陽
光
パ
ネ
ル　

20
万
円

　

・
蓄
電
池　

15
万
円

　

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
＋
蓄
電
池　

35
万
円

○
問
い
合
わ
せ
先

　

政
策
情
報
係

　
　
　
　
【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
４
】

◉
長
野
県

○
ク
ル
マ
と
つ
な
ぐ
屋
根
ソ
ー
ラ
ー
補
助

　

金
（
既
存
住
宅
の
み
）

　

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
＋
Ｖ
２
Ｈ　

25
万
円

　

・
Ｖ
２
Ｈ
（　

20
万
円

　

・
太
陽
光
パ
ネ
ル
＋
蓄
電
池　

20
万
円

　

・
蓄
電
池　

15
万
円

　

※
Ｖ
２
Ｈ
（Vehicle to H

om
e

）　

　
　

電
気
自
動
車
の
バ
ッ
テ
リ
ー
に
蓄
え

　
　

た
電
力
を
家
庭
で
使
え
る
よ
う
に
す

　
　

る
シ
ス
テ
ム

○
雪
国
太
陽
光
設
置
モ
デ
ル
創
出
事
業

　

・
住
宅
の
壁
面
、
屋
根
又
は
敷
地
へ
の

　
　

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に
か
か
る

　
　

経
費

　
　

10
万
円
／
kW
（
上
限
50
万
円
／
件
）

○
問
い
合
わ
せ
先　

　

長
野
県
環
境
部
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
課

　

電
話　

０
２
６
（
２
３
５
）
７
３
４
１

◀長野県
太陽光発電
ガイドブック
ウェブサイト

◀長野県
太陽光発電
公式ウェブ
サイト

※
県
と
村
の
補
助
金
の
併
用
は
可
能
で
す

　

が
、県
の
補
助
金
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

〇
県
で
は
、
積
雪
の
多
い
地
域
（
雪
国
）

　

に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
を

　

促
進
す
る
た
め
の
取
組
と
し
て
、雪
国
・

　

住
宅
太
陽
光
発
電
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作

　

成
し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

木
島
平
村

　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
寄
付

◉
寄
付
の
概
要

○
寄
付
者

　

Ｓ
Ｍ
Ｆ
Ｌ
み
ら
い
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
㈱

　

代
表
取
締
役　

上
田　

明　

様

○
所
在
地

　

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
丁
目
３
番
２
号

○
寄
付
金
額　

非
公
開

○
寄
付
日　

令
和
８
年
３
月
24
日

○
活
用
事
業　

　

住
み
続
け
た
い
暮
ら
し
実
現
事
業

　
　
　
　
【
政
策
情
報
係　

内
線
１
１
３
】
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事
業
承
継
相
談
会
を
実
施
し
ま
す

村
で
は
事
業
者
減
少
に
よ
る
地
域
経
済

の
影
響
や
、
利
便
性
の
低
下
な
ど
の
課
題

解
決
に
向
け
て
、
長
野
県
事
業
承
継
・
引

継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
と
共
同
で
、
事
業
承

継
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

承
継
に
係
る
不
安
や
困
り
ご
と
を
、
専

門
家
に
相
談
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
や
詳

細
に
つ
い
て
は
、
担
当
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
日
時　

令
和
８
年
６
月
24
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
ま
で

◉
場
所　

役
場
２
階
第
３
会
議
室

◉
留
意
事
項

・
相
談
無
料
で
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

・
相
談
で
得
た
情
報
は
秘
密
厳
守
で
、
承

　

継
支
援
の
み
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

◉
申
込
先　

○
商
工
観
光
係

○
長
野
県
事
業
承
継
・

　
　
　
　
　
　
　

引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー

　

電
話　

０
２
６
（
２
１
９
）
３
８
２
５

　
　
　
　
【
商
工
観
光
係　

内
線
１
３
４
】

  

軽
自
動
車
税
の
納
付
は

　
　
　
　
　
　
　
　

お
早
め
に
！

　

４
月
１
日
現
在
の
原
動
機
付
自
転
車
、

小
型
特
殊
自
動
車
、二
輪
の
小
型
自
動
車
、

軽
自
動
車
の
所
有
者
ま
た
は
使
用
者
へ
、

５
月
上
旬
に
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

（
納
付
書
）
を
送
付
し
ま
し
た
。

◉
納
付
書
払
い
の
方

　

届
い
た
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
６
月
１

日
（
月
）
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
口
座
振
替
の
方

　

納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
指
定
口
座

か
ら
５
月
25
日
（
月
）
に
振
り
替
え
ま
す
。

◉
納
付
場
所

　

木
島
平
村
役
場　

な
が
の
農
協

　

八
十
二
長
野
銀
行　
　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

　

長
野
信
用
金
庫　

長
野
県
信
用
組
合

◉
軽
Ｊ
Ｎ
Ｋ
Ｓ
が
ス
タ
ー
ト

　

全
国
の
軽
自
動
車
協
会
で
納
付
確
認
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
車
検
窓
口
で
の
納

税
証
明
書
の
提
示
が
原
則
不
要
と
な
っ
た

た
め
、
口
座
振
替
で
納
付
し
た
方
へ
送
っ

て
い
た
納
税
証
明
書
の
送
付
を
令
和
６
年

度
よ
り
廃
止
し
ま
し
た
。

　

納
付
し
て
す
ぐ
に
車
検
を
受
け
る
な

ど
、
納
税
証
明
書
の
提
示
が
必
要
な
場
合

が
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
役
場
窓
口
で
納

税
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
の
で
、
必
要
な

方
は
申
請
く
だ
さ
い
。

【
税
務
会
計
係　

内
線
１
１
１
】

 

自
動
車
税
を

 

納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

令
和
８
年
度
自
動
車
税
の
納
期
限
は
６

月
１
日
（
月
）
で
す
。

　

長
野
県
で
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
長

野
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る
自
動
車

（
軽
自
動
車
を
除
く
）
の
所
有
者
（
割
賦

販
売
の
場
合
等
は
使
用
者
）
の
方
へ
、
５

月
上
旬
に
自
動
車
税
納
税
通
知
書
を
お
送

り
し
て
い
ま
す
。
納
税
通
知
書
が
届
き
ま

し
た
ら
、
納
期
限
ま
で
に
納
付
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

金
融
機
関
や
郵
便
局
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
県
税
事
務
所
窓
口
の
ほ
か
、

ス
マ
ホ
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納

付
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封
の
お

知
ら
せ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
ら
「
長
野
県
税　

納
付
方
法
」

で
ご
検
索
く
だ
さ
い
。

◉
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
へ

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ

り
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

【
総
合
県
税
事
務
所
北
信
事
務
所

電
話
０
２
６
９
（
２
３
）
０
２
０
４
】

 
国
民
年
金
保
険
料
を

 
納
付
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

　

令
和
８
年
４
月
か
ら
令
和
９
年
３
月
分

ま
で
の
国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額

１
万
７
９
２
０
円
で
す
。

◉
納
付
方
法

　

保
険
料
は
日
本
年
金
機
構
か
ら
届
く
納

付
書
に
よ
り
、
金
融
機
関
、
郵
便
局
や
コ

ン
ビ
ニ
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
付
や
便
利
で

お
得
な
口
座
振
替
も
あ
り
ま
す
。

◉
お
早
目
の
納
付
を

　

未
納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
督
促
を
受

け
、
指
定
さ
れ
た
期
限
ま
で
に
納
付
し
な

い
場
合
は
、
延
滞
金
が
課
さ
れ
る
だ
け
で

な
く
、
財
産
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

◉
納
付
が
困
難
な
と
き
は

　

経
済
的
に
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

「
納
付
猶
予
制
度
（
50
歳
未
満
）」、
ま
た

学
生
の
人
が
年
金
保
険
料
の
納
付
を
先
送

り
（
猶
予
）
で
き
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
も
あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方

は
住
民
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
住
民
係　

内
線
１
２
３
】
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電
波
利
用
環
境
の
保
護
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
理
解
を

　

総
務
省
は
、
６
月
１
日
（
月
）
か
ら
10

日
（
水
）
に
か
け
て
、「
電
波
利
用
環
境

保
護
周
知
啓
発
強
化
期
間
」
と
定
め
、
電

波
の
適
正
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

◉
電
波
機
器
の
技
適
マ
ー
ク
を
確
認

　

技
適
マ
ー
ク
の
な
い
ワ
イ
ヤ
レ
ス
機
器

は
、
電
波
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す

○
注
意
が
必
要
な
ワ
イ
ヤ
レ
ス
機
器

　

イ
ヤ
ホ
ン
、
ス
マ
ー
ト
ウ
ォ
ッ
チ
、
ド

ロ
ー
ン
や
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な
ど
、

※
電
波
を
使
う
機
器
を
使
用
・
購
入
す
る

　

際
は
、
必
ず
技
適
マ
ー
ク
の
有
無
を
確

　

認
し
ま
し
ょ
う
。

※
特
に
、
外
国
規
格
の
無
線
機
器
に
は
ご

　

注
意
く
だ
さ
い
。

○
電
波
使
用
に
関
す
る
注
意

　

電
波
の
利
用
に
は
、
原
則
、
免
許
が
必

要
で
す
。

◉
問
い
合
わ
せ
先

○
不
法
電
波
局
に
つ
い
て

　

信
越
総
合
通
信
局　

監
視
調
査
課

　

電
話　

０
２
６
（
２
３
４
）
９
９
７
６

○
放
送
の
受
信
障
害
に
つ
い
て

　

同
局　

受
信
障
害
対
策
官

　

電
話　

０
２
６
（
２
３
４
）
９
９
９
１

▲技適
マーク

　村情報通信施設（ふう太ネット）では、光回線による「テレビ地上波放送・自主放送番組の送信」、「村内
有線電話」、「音声告知端末放送（定時放送・緊急放送）」の提供を行っています。
　また、この光回線を使用して、インターネット通信を行うこともできます（別途プロバイダとの契約が必
要ですので、ご希望がある場合は、政策情報係までご連絡ください）。

◉子育て世帯等の加入負担金を軽減
　昨年４月から、子育て世帯及び若年世帯の情報通信施設への加入
負担金を５万５千円へ改定しました（一般世帯は 11 万円）。この
機会に、ふう太ネットへの加入をご検討ください。

◉加入負担金の分割払いが可能に
　情報通信施設への加入負担金を最大 12 回まで分割納付すること
ができます。毎月の支払金額を自由に設定することができ、口座振
替も可能です。

　情報通信施設の光ケーブルに限らず、電力線や電話線に、宅内の樹木
や生け垣が届きそうな場合には、早めの剪定・伐採をお願いします。台
風や突風により、ケーブルが枝などど接触し、断線の原因となります。
　なお、電力線は作業に危険が伴いますので、次の連絡先へお問い合わ
せください。
◎中部電力パワーグリッド飯山営業所　電話 0120（984）389

　加入者宅の設置機器（音声告知端末など）は、
村からの貸与品です。万が一、誤って機器を破棄
された場合は、弁償をお願いすることがあります。
機器の紛失や破損にご注意ください。

 

◇加入負担金    11 万円
　（子育て・若年世帯は 5 万 5 千円）
◇情報使用料（月額）　2,200 円
※インターネットを利用する場合は
　プロバイダ料が別途かかります。
◇プロバイダ料（月額・税込）
　（接続会社：JANIS）
  ・１G コース　   5,060 円
  ・100M コース  4,400 円
  ・30M コース     4,180 円
  ・10M コース     3,190 円

電線に樹木が触れそうになったら

ふう太ネット木島平

▼ 料金プラン一覧 ▼

ご加入ください

【政策情報係　内線　１１４】
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交
通
遺
児
育
英
会
か
ら

　
　
　
　

奨
学
金
制
度
の
ご
紹
介

　
（
公
財
）
交
通
遺
児
育
英
会
が
、
奨
学

生
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
奨
学
金
制
度
は
、
保
護
者
が
道
路

に
お
け
る
交
通
事
故
で
死
亡
、
ま
た
は
重

い
後
遺
症
で
働
け
ず
、
経
済
的
に
就
学
が

困
難
な
生
徒
・
学
生
が
対
象
で
す
。

◉
奨
学
金
の
概
要

○
対
象　

　

保
護
者
が
交
通
事
故
で
死
亡
・
重
度
後

遺
障
害
と
な
っ
た
家
庭
の
高
校
生
以
上

（
申
請
時
に
25
歳
ま
で
の
方
）
の
お
子
様

○
奨
学
金
（
一
部
給
付
あ
り
）　

　

月
額
２
万
円
～
10
万
円
（
無
利
子
）

○
入
学
一
時
金
（
全
額
貸
与
・
無
利
子
）

　

１
年
次
１
回
限
り
20
万
円
～
80
万
円

○
返
還
期
間　

最
長
20
年

○
そ
の
他

　

大
学
生
・
専
修
生
向
け
に
東
京
・
関
西

に
あ
る
学
生
寮
の
案
内
や
、
そ
れ
以
外
の

地
域
で
在
学
・
通
学
の
た
め
の
家
賃
補
助

（
月
額
３
万
円
ま
で
）
も
あ
り
ま
す
。

◉
申
込
方
法

　

電
話　

０
３
（
３
５
５
６
）
０
７
７
３

　

詳
細
は
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

交通遺児
育英会

公式
ウェブサイト

　令和 8 年 4 月に「こども家庭センター」を開設しました。こども家庭センターがどんな組織なのか、
どんなことを行うのかをお知らせします。

木島平村こども家庭センターを開設しました

　妊娠期から子育て期までの総合相談窓口です。母子保健
と児童福祉の連携をより強化し、一体的な相談・支援を行
います。

対象者は？

　妊産婦・子ども（0 ～ 18 歳）・およびその家庭を対象に、
切れ目のない一体的な相談、支援を行います。

◉相談内容例
○妊娠中の体調や不安、産後ケア
〇離乳食や夜泣き
○子どもの発達に関する悩み
○保育園や子育て支援サービスの情報
○児童手当、ひとり親家族に関することなど

◉問い合せ先
○妊娠・出産・乳幼児発達などに関すること
　【健康福祉係　内線 125・127】
○子育ての悩み・児童虐待・ヤングケアラーなどに
　関すること
　【子育て支援係　内線 161、162】

  

６
月
１
日
は

　
　
　
　
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
毎

年
６
月
１
日
（
月
）
を
「
人
権
擁
護
委
員

の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て

特
設
の
人
権
相
談
所
を
開
設
す
る
な
ど
、

一
層
の
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

村
で
も
３
人
の
人
権
擁
護
委
員
の
方
が

活
動
し
て
お
り
、
６
月
３
日
（
水
）
に
役

場
前
で
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

人
権
問
題
な
ど
の
お
悩
み
が
あ
れ
ば
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
人
権
推
進
室　

電
話　

０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

髙森  広
こう

治
じ

さん
山本  秀

ひで

樹
き

さん
髙山  あい子

さん

こども家庭センターとは？
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村への移住・定住・空き家
に関するお知らせなどを

掲載します！

  

空
き
家
は
村
の
「
宝
」
に

                                     

変
わ
り
ま
す

　
「
い
つ
か
片
付
け
な
き
ゃ
」

　
「
親
戚
に
頼
ま
れ
た
空
き
家
の
管
理
が

大
変
」
な
ど
な
ど
。

　

そ
ん
な
お
悩
み
、
抱
え
込
ん
で
い
ま
せ

ん
か
？ 

　

実
は
今
、
木
島
平
村
に
移
住
し
た
い
と

考
え
て
い
る
方
向
け
の
空
き
家
が
不
足
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
、
空
き
家
バ
ン
ク
に

新
し
く
登
録
さ
れ
た
物
件
の
う
ち
、
な
ん

と
２
／
３
が
昨
年
度
内
に
新
し
い
住
ま
い

手
と
出
会
っ
て
い
ま
す
。

   

所
有
者
向
け
補
助
金
を
拡
充

　

管
理
が
難
し
く
な
る
と
、
草
木
の
繁
茂

や
建
物
の
傷
み
な
ど
、
心
配
事
は
増
え
る

ば
か
り
で
す
。
ま
た
、
最
近
の
物
価
高
騰

で
、解
体
費
用
は
上
が
り
続
け
て
い
ま
す
。 

　

そ
こ
で
村
で
は
、
活
用
可
能
な
空
き
家

の
所
有
者
の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
で
き

る
よ
う
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
向
け
補
助

金
を
今
年
度
か
ら
拡
充
し
ま
し
た
。

◉
家
財
搬
出
・
清
掃
費
用
の
補
助

　

登
録
の
段
階
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

最
大
10
万
円
（
費
用
の
１
／
２
）
ま
で

サ
ポ
ー
ト
。

　

こ
れ
ま
で
の
条
件
が
緩
和
さ
れ
、
使
い

や
す
く
な
り
ま
し
た
！ 

◉
【
新
設
】
不
動
産
仲
介
手
数
料
の
補
助 

　

登
録
か
ら
６
か
月
間
、
移
住
希
望
者
に

交
渉
先
を
限
定
す
る
こ
と
で
、
最
大
10
万

円
（
費
用
の
１
／
３
）
を
補
助
。

　

※
２
年
間
限
定

  「
空
き
家
な
ん
で
も
相
談
」

　
　
　
　

窓
口
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　
「
す
ぐ
に
売
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
」

　
「
将
来
が
な
ん
と
な
く
心
配
」

　

こ
の
様
に
、
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
お
悩

み
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
お
近
く
で
空
き
家

の
管
理
で
困
っ
て
い
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

っ
た
ら
、
担
当
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
る

よ
う
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。 

【
移
住
定
住
推
進
係　

内
線
１
４
２
】

161

 　

新
任
者
と
し
て
の
抱
負

　

姉
妹
都
市
交
流
推
進
員
の
島
﨑
光
太

で
す
。
こ
の
４
月
よ
り
水
澤
の
後
任
と

し
て
調
布
市
へ
赴
任
い
た
し
ま
し
た
。

調
布
市
役
所
と
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

「
新
鮮
屋
」
を
行
き
来
し
な
が
ら
勤
務

し
て
い
ま
す
。

こ
の
１
か
月
は
、
日
々
の
業
務
の
中

で
、
多
く
の
方
々
と
交
流
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
ま
し
た
。
新
鮮
屋
の
お
客
様
か

ら
は
村
に
関
す
る
お
話
を
伺
う
こ
と
が

あ
り
、
ご
縁
の
深
さ
を
実
感
し
て
い
ま

す
。
人
と
人
と
の
ご
縁
を
大
切
に
す
る

雰
囲
気
は
、
木
島
平
村
と
も
通
じ
る
も

の
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
調
布
市
の
様
子
や
イ
ベ
ン

ト
情
報
、
現
地
で
感
じ
た
魅
力
な
ど
を

分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、
村
民
の
皆

さ
ま
に
と
っ
て
、
調
布
市
を
よ
り
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
両
市
村
の
姉
妹
都
市
盟
約

40
周
年
と
い
う
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。
こ
の
つ
な
が
り
が
、
さ
ら
に
そ

の
先
へ
と
続
い
て
い
く
よ
う
、
微
力
な

が
ら
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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も
っ
た
い
な
い
情
報

  

譲
り
ま
す

◉
ひ
な
壇
（
お
内
裏
様
、お
雛
様
セ
ッ
ト
）

  

譲
っ
て
く
だ
さ
い

◉
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン

◉
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
バ
イ
ク

◉
ぶ
ら
下
が
り
健
康
機

　
　
　
　
（
有
料
な
ら
１
０
０
０
円
以
内
）

◉
ダ
イ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ア
（
木
製
）

◉
オ
ー
デ
ィ
オ
機
器（
ス
ピ
ー
カ
ー
・
ア
ン
プ
）

　
　
　
　
　
　
（
有
料
な
ら
１
万
円
以
内
）

　

譲
り
た
い
、
譲
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
【
環
境
整
備
係　

内
線
１
５
４
】

有 

料 

広 

告

窓リフォームが補助金でお得に！

◆  先進的窓リノベ　２０２６事業  ◆

Tel　0269（82）2201　Fax　0269（82）3146
Mail　zyuuken@miy.janis.or.jp㈲ヤマザキ住研

夏は涼しく 冬は暖かく 光熱費削減

\  村民の方は特典付き！　詳しくは下記まで  /

有 

料 

広 

告

  

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

　

幅
広
い
世
代
の
８
万
２
千
人
以
上
の
学

生
が
、大
学
卒
業
や
学
び
の
楽
し
み
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・

情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
３
０
０
以
上
の

授
業
科
目
が
あ
り
、
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

◉
出
願
期
間

　

○
第
１
回　

８
月
31
日
（
月
）

　

○
第
２
回　

９
月
９
日
（
水
）

◉
資
料
請
求
・
問
合
せ

　

放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー

　

電
話
０
２
６
６
（
５
８
）
２
３
３
２

【
生
涯
学
習
係

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

 
村
の
文
化
財

 
新
刊
書
籍
と
解
説
講
座
の
ご
案
内

　

木
島
平
村
の
文
化
財
を
、
最
新
の
解
説

だ
け
で
な
く
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
写
真
入
り

で
紹
介
す
る
書
籍
が
刊
行
さ
れ
ま
す
。

　

刊
行
初
日
は
先
行
販
売
と
と
も
に
、
著

者
に
よ
る
特
別
解
説
講
座
を
開
催
し
ま

す
。こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
。　

◉
書
籍
の
先
行
販
売
と
講
座
に
つ
い
て

○
日
時　

５
月
28
日
（
木
）

　

・（
先
行
販
売
）
午
後
１
時
～

　

・（
解
説
講
座
）
午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　

  

午
後
２
時
30
分

○
場
所　

役
場
２
階　

第
１
会
議
室

○
販
売
価
格　

千
円
（
税
込
み
）

○
講
師　

樋
口
和
雄

　
　
　
　
　
　
（
村
文
化
財
調
査
専
門
幹
）

○
そ
の
他　

参
加
費
や
申
込
み
は
不
要
で

す
。
増
刷
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お

早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

【
生
涯
学
習
係

電
話
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１
】

放送大学
公式

ウェブサイト

『木島平のふるさと遺産』
木島平村教育委員会
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健　康

だより

健康福祉係
内線１２７

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー

　毎年 5 月 31 日は世界禁煙デーです。そこで今回は、たばこによる健康への影響
について、皆さんにお知らせします。

たばこによる健康への影響を知っていますか？

「加熱式たばこ」を吸われる方にも

受動喫煙のリスク

　たばこがなかなかやめられないのは「意志が弱いからだ」と思い込んでいる人
が多いのではないでしょうか。禁煙が難しいといわれるのは、単に意志の問題で
はなく、たばこに含まれるニコチンに依存した状態になっていることが考えられ
ます。ニコチン依存症の人はニコチンが切れるとイライラやストレスを感じるよ
うになります。ここで喫煙すると脳波が一時的に正常に戻るだけでなく、快感物
質（ドーパミン）も放出されるため、「たばこでリラックスできる」と錯覚して
しまっているのです。

　誰かのたばこの煙を吸うだけで、喫煙者と同様のリスクがあります。
　喫煙者が吐き出した “ 呼出煙 ” とたばこから立ち上る「副流煙」にも、多くの有
害物質が含まれています。煙に含まれる発がん性物質などの有害成分は、喫煙者が
直接吸い込む主流煙より副流煙に多く含まれるものがあり、受動喫煙 ( 二次喫煙 )
による健康への影響は深刻です。“ たばこの臭いがする ” と感じたら、すでに被害
にあっています。また、受動喫煙により日本人が肺がんになるリスクはその影響の
ない人の約 1.3 倍になるといわれています。

加熱式たばこには、紙巻きたばこの煙と同様に、ニコチンや発がん性物質等の有
害化学物質が含まれています。また、加熱式タバコには、紙巻きタバコとほぼ同量
のニコチンが含まれています。

たばこを吸いたくなったとき

　吸いたくなったら、代わりの行動をとってみましょう。

◉深呼吸
◉水や氷、カロリーゼロの炭酸飲料などを口にする
　( 冷たいものは刺激となり、気持ちを紛らわせてくれます )
◉身体を動かす
◉歯磨き ( 口の中をきれいにすると、吸いたい気持ちが収まります )
◉糖分の少ないガムや干し昆布などを噛む
◉趣味に没頭する

　自分だけでは禁煙が難しい方は、薬を用いて、医療のサ
ポートを受けながら禁煙する方法もあります。

たばこをやめるのに、遅すぎるということはありません。
自分自身とご家族を守るためにもこの機会にぜひ禁煙を

しましょう！
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こ
ん
に
ち
は 

保
健
補
導
員
会
で
す

基本チェックリストの結果をお知らせします

　5 月から基本チェックリストを提出いただいた方に、保健師や
看護師、管理栄養士が訪問等で結果をお返ししています。

　高齢者とそのご家族からの相談をいつでも受け付けています。
　健康福祉係　内線 126・128　　★直通電話 0269（82）4771

地域包括支援センター包括だより

木島平村地域包括支援センター

「ヘルスアップ・ラボ」が
始まります！

　家庭用の健康器具などを使って、
有酸素運動や筋力トレーニングをし
てみませんか？
　オープン時間内なら、好きな時間
に自分のペースで運動ができます。
◉初回　5 月 29 日 ( 金 )
◉場所　農村交流館　３階
◉利用料　１回 100 円
◉持ち物　運動靴（室内用）、
　　　　　タオル、水分など
◉その他　詳しい日程は広報５月号
　の折込チラシをご覧ください。

（基本チェックリストとは）

　75 歳以上の方（介護保険認定者を除く）に、2 月末から各種
検診のとりまとめに合わせて回答していただいたものです。この
基本チェックリストでは、近い将来、介護が必要になる危険性が
ないかを確認することができます。ご自分の結果がお手元に届い
たら、介護予防などの健康づくりに活かしていきましょう。
　村では、基本チェックリストの結果に基づき、介護予防教室の
お誘いや訪問による健康相談を行っていますので、お気軽にご参
加ください。

　

足
の
血
管
か
ら
健
康
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う

◉
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

　

保
健
補
導
員
会
で
は
、
地
域
の
皆

さ
ま
へ
、
健
康
に
関
す
る
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、「
足
の
不
調
」
に
つ

い
て
放
置
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
そ
れ

は
単
な
る
疲
れ
で
は
な
く
、
足
の
血

管
の
病
気
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。足
の
血
管
に
異
常
が
起
き
る
と
、

歩
行
困
難
や
命
に
関
わ
る
大
き
な
病

気
に
つ
な
が
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
足
の
血
管
や
病
気

に
つ
い
て
正
し
く
知
り
、
足
の
健
康

を
保
っ
て
寝
た
き
り
予
防
へ
つ
な
げ

る
コ
ツ
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
？

　

当
日
は
ス
ト
レ
ッ
チ
や
体
操
も
一

緒
に
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

◉
事
前
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す

　

会
場
の
関
係
で
、
参
加
人
数
を
把

握
し
た
い
た
め
、
で
き
る
だ
け
事
前

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。（
申

し
込
み
無
し
で
の
当
日
の
参
加
も
可

能
で
す
。

○
申
込
み
期
限

　

５
月
28
日
（
金
）

○
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

保
健
補
導
員
会
事
務
局

　

電
話　
（
８
２
）
３
１
１
１

【
保
健
補
導
員
会
事
務
局

　
　
（
健
康
福
祉
係
）
内
線
１
２
８
】

◆
講
演
会
の
ご
案
内

◉
日
時　

６
月
６
日
（
土
）　

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

◉
会
場　

役
場
２
階

　
　
　
　

第
１
・
２
会
議
室

◉
演
題

　

知
っ
て
お
き
た
い「
足
の
血
管
」

　

の
お
は
な
し

◉
講
師　

健
康
づ
く
り
事
業
団

　
　
　
　

保
健
師　

芳
川
氏 

◉
参
加
費　

無
料
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Shimotakai
  Nourin
　 High
　   School

下
高
井
農
林
高
校 

掲
示
板

　

４
月
８
日
、
晴
れ
渡
る
青
空
と
満
開
の

桜
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
令
和
８
年
度
入

学
式
が
本
校
の
体
育
館
に
て
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
新
１
年
生
の
皆
さ
ん
、
ご
入
学
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

来
賓
な
ら
び
に
保
護
者
の
皆
さ
ま
や
、

教
職
員
が
見
守
る
中
、
53
名
の
新
１
年
生

は
校
長
先
生
か
ら
入
学
許
可
を
受
け
、
Ａ

組
の
宮
川
颯
介
さ
ん
の
清
々
し
く
も
力
強

い
宣
誓
の
も
と
、高
校
生
活
の
第
一
歩
を
、

明
る
い
学
校
生
活
へ
の
期
待
と
と
も
に
踏

み
出
し
ま
し
た
。
本
校
で
の
学
び
を
通
し

て
、
豊
か
な
教
養
と
確
か
な
技
術
を
身
に

付
け
、
社
会
の
一
員
と
し
て
大
き
く
羽
ば

た
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
保
護
者
・
地
域
・
教
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
、
生
徒
一
人
一
人
が
充

実
し
た
高
校
生
活
を
送
れ
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

入
学
式
に
先
が
け
た
４
月
７
日
、
体
育

館
に
お
い
て
令
和
８
年
度
新
任
式
が
行
わ

れ
、
新
た
に
赴
任
・
就
任
し
て
こ
ら
れ
た

７
名
の
先
生
方
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

続
け
て
行
わ
れ
た
始
業
式
で
は
、
校
長

先
生
が
地
球
の
円
周
の
計
算
を
例
に
、「
大

き
な
で
き
こ
と
に
思
考
を
誘
導
さ
れ
て
、

誤
っ
た
結
論
に
た
ど
り
つ
い
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
」と
い
う
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
例
話
で
は
、
社
会
の
情
報
化
が
す
さ

ま
じ
い
昨
今
に
お
い
て
、
表
面
の
印
象
だ

け
で
物
事
を
見
ず
、
正
し
い
情
報
を
確
認

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
生
徒
た
ち
に
伝
え

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
生
徒
指
導
主
事
か
ら
は
、
高
校

生
ら
し
い
清
く
正
し
い
振
る
舞
い
に
つ
い

て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
新
た
な
一
年
を

生
徒
た
ち
が
安
心
安
全
に
過
ご
せ
る
よ

う
、
職
員
一
同
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
９
日
、
生
徒
会
主
催
に
よ
る
対
面

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
入
生
と
在
校
生

が
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
、
生
徒
会
長
か
ら

は
、
新
入
生
を
温
か
く
迎
え
る
挨
拶
が
あ

り
ま
し
た
。「
自
分
も
入
学
当
初
は
緊
張

し
て
い
た
が
、
次
第
に
授
業
や
学
校
生
活

が
楽
し
く
な
っ
た
」
と
い
う
言
葉
に
、
新

入
生
の
緊
張
も
少
し
ほ
ぐ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
。

　

そ
の
後
、
新
入
生
は
鉢
花
な
ど
の
入
学

記
念
品
を
受
け
取
り
、
代
表
生
徒
が
感
謝

の
言
葉
と
高
校
生
活
へ
の
抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
生
徒
会
活
動
や
農
業
ク

ラ
ブ
活
動
の
紹
介
も
行
わ
れ
、
学
校
生
活

の
具
体
的
な
様
子
を
知
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
始
ま
る
学
校
生
活
へ
の

期
待
が
高
ま
り
、
有
意
義
で
温
か
な
ひ
と

と
き
で
し
た
。

入学式

新任式 ・ 始業式

対面式

オリエンテーション

地
域
の
高
校
「
下
高
井
農
林
高
校
」
の

取
組
み
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

◉
５
月
は
自
転
車
月
間
で
す

　

通
勤
・
通
学
で
自
転
車
を
利
用
し
て

い
る
皆
さ
ん
は
、
自
転
車
も
「
車
両
」

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
の
上
で
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
っ

て
安
全
な
走
行
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

◉
新
ル
ー
ル
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

４
月
１
日
か
ら
、
自
転
車
の
交
通
違

反
に
交
通
反
則
通
告
制
度
（
青
切
符
）

が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
の
交
通
違
反
に
も
反
則
金
が
発
生

し
ま
す
。

◆
自
転
車
の
交
通
違
反
の
一
例

○
携
帯
電
話
使
用
等

　
（
保
持
・
な
が
ら
ス
マ
ホ
）

　

反
則
金　

１
万
２
千
円

○
信
号
無
視

　

反
則
金　

６
千
円

○
一
時
不
停
止　

　

反
則
金　

５
千
円

　

ル
ー
ル
を
確
認
し
た
上
で
、
自
転
車

を
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

 

自
転
車
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と

　

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

駐在所だより

木島平村駐在所
☎ 0269(82)4137

田
口
警
部
補
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きじま平っ子ホット情報

保育園

小学校

中学校

　

お
ひ
さ
ま
保
育
園
で
は
４
月
２
日

に
入
園
式
が
あ
り
ま
し
た
。
式
の
中

で
、
新
し
く
入
園
し
た
子
ど
も
た
ち

と
、
昨
年
度
に
途
中
入
園
し
た
子
ど

も
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
名
前
を
呼
ん
で

も
ら
い
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
入
園

式
と
な
り
ま
し
た
。

写
真
は
も
も
組
（
２
歳
児
ク
ラ

ス
）
の
子
が
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
子
ど

も
た
ち
と
楽
し
く
砂
遊
び
を
し
て
い

る
様
子
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
み
ん

な
、
年
上
の
ク
ラ
ス
の
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
に
声
を
か
け
て
も
ら
っ
た

り
、
先
生
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り

し
な
が
ら
、
徐
々
に
保
育
園
に
慣
れ

て
き
て
い
ま
す
。

新
た
な
生
活
が
始
ま
っ
た
今
、

園
の
あ
ち
こ
ち
で
子
ど
も
た
ち
の
楽

し
そ
う
な
声
が
響
い
て
い
ま
す
。

　

新
入
生
を
迎
え
、
集
団
登
下
校
の

確
認
を
す
る
た
め
、
４
月
13
日
に
下

校
訓
練
と
４
月
14
日
に
登
下
校
班
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

下
校
訓
練
で
は
、
１
年
生
も
上
級

生
と
一
緒
に
通
学
路
を
歩
き
ま
し

た
。
地
区
担
当
の
職
員
も
一
緒
に
歩

き
、「
安
心
安
全
の
家
」
の
確
認
を

し
ま
し
た
。

登
下
校
班
会
で
は
、
新
し
く
班
長

や
副
班
長
と
な
っ
た
み
な
さ
ん
が
、

並
び
方
を
班
の
友
達
に
伝
え
た
り
、

１
年
生
の
お
迎
え
を
し
た
り
し
て
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
も
っ
て

行
動
し
て
い
ま
し
た
。
一
人
ひ
と
り

が
安
全
な
登
下
校
を
心
掛
け
、
毎
日

元
気
に
登
校
で
き
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

生
徒
会
主
催
に
よ
る
１
年
生
を
迎

え
る
会
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
会
入

会
式
で
は
、
新
入
生
に
生
徒
会
長
の

尾
澤
花か

音の
ん

さ
ん
か
ら
歓
迎
の
言
葉
や

校
歌
の
Ｃ
Ｄ
な
ど
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

加
え
、
体
育
委
員
会
か
ら
の
エ
ー
ル

が
送
ら
れ
ま
し
た
。
新
入
生
を
代
表

し
て
清
沢
善ぜ
ん

さ
ん
が
あ
い
さ
つ
を
し

ま
し
た
。

　

生
活
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、一
日
の
生
活
の
流
れ
に
沿
っ
て
、

各
委
員
会
か
ら
校
内
の
教
室
の
使
い

方
や
給
食
や
清
掃
の
や
り
方
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

生
徒
会
長
か
ら
は
「
小
学
校
生
活

と
違
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
少

し
ず
つ
中
学
校
生
活
に
慣
れ
て
、
楽

し
く
充
実
し
た
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ

う
。
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、２
・

３
年
生
や
先
生
に
聞
い
て
く
だ
さ

い
」
と
い
う

温
か
い
言
葉

が
送
ら
れ
ま

し
た
。

下
校
訓
練
・

        　

登
下
校
班
会

１
年
生
を

　
　
　

迎
え
る
会

保育園、小学校、中学校で、すくすく
と育っている村の子どもたちの授業や
取組み、行事の様子を紹介しています。　　

【子育て支援係　内線１６２】

は
じ
め
て
の

　
　
　
　

集
団
生
活
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５月
村税等の口座振替日は 6月 1日㈪です。
前日までに口座残高の確認をお願いします。

ごみの処分量

燃える
ごみ処分量

令和８年４月 令和７年４月 前年同月比

59,750kg 66,790kg 89%

燃えない
ごみ処分量

令和８年４月 令和７年４月 前年同月比

5,880kg 4,680kg 126%

品　目 重　量 単　価 金額（税込）

新　聞 1,300kg 26.0 円 /kg 37,180 円

雑　誌 4,380kg 16.0 円 /kg 77,088 円

段ボール 1,540kg 16.0 円 /kg 27,104 円

紙パック 　40kg 6.0 円 /kg 　　264 円

合計 141,636 円

令和８年 4 月古紙の売払金額

有 

料 

広 

告

■５月の納付税目等

 ・軽自動車税

■納期限は

６月１日（月）です。

村税の納付をお忘れなく

＊令和７年４月から、村税の納め方を「単税方
　式」へ変更しました。

社協関係の行事は 32ページ
「社協の予定」をご覧ください。

20

水
　

無
料
法
律
相
談　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

21

木　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

９
時
～
11
時

　

調
布
友
の
会
総
会　

17
時
～

22

金　

23

土　

24

日　

古
着
・
古
布
回
収　

午
前
９
時
～
正
午　

25

月　

26

火　

27

水　

農
業
委
員
会
総
会

28

木　

教
育
委
員
会
定
例
会

　

カ
ヤ
の
平
高
原
安
全
祈
願
祭

29

金　

議
会
６
月
定
例
会
開
会
日

　

事
業
所
エ
コ
プ
ラ
ザ　

14
時
～
14
時
30
分

30

土　

小
学
校
運
動
会

31

日　

休
日
エ
コ
プ
ラ
ザ　

９
時
～
11
時
45
分

1

月

2

火

3

水　

心
配
ご
と
相
談　

９
時
～
11
時

4

木　

議
会
６
月
定
例
会
一
般
質
問
（
～
５
日
）

5

金　

中
学
校
自
主
公
開
授
業

　

第
１
回
社
会
人
権
同
和
教
育
研
修
講
座

村
税
等
納
期
限

村
税
等
口
座
振
替
日

【税務会計係　内線１１２】
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６月

市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急 市町村 火災 救助 救急

木島平村 0 0 29 野沢温泉村 0 0 26 その他 0 0 3

飯山市 6 0 123 栄村 1 0 12 《合計》 7 0 193

件 件 件 件 件件 件件 件４月の出動件数（岳北消防本部）

消火の確認 何回やっても ファインプレー

【5 月 20 日㈬～ 6 月 19 日㈮】

て人
権
か
る
た

　

手
を
つ
な
ぎ　

み
ん
な
い
っ
し
ょ
に　

遊
ぼ
う
よ

受付：13：00 ～ 13：15
場所：保健センター
◉ B 型肝炎・水痘：5 月22日㈮
◉肺炎球菌・ロタウイルス：
　６月15日㈪
◉日本脳炎1期初回1回目：
　６月17 日㈬

日にち：５月 28 日㈭
場所：木島平村診療所
受付：11：30
対象：令和７年 10 月 生

うまれ

日にち：６月８日㈪
場所：木島平クリニック
受付：11：45 ～ 12：00
対象：令和７年 11月生

日にち：６月４日㈭
場所：保健センター
受付：13：15 ～ 13：30
対象：令和８年１～４月生

　子育て中の保護者同士の交流・ふ
れあいの場として、地域の子育て家庭
に、おひさま保育園プレイルームを開
放します。
　また、ベビー・子ども用品のリユー
スも行っています。
日時：保育園の開所している㈪～㈮
　　   9：00~11：30
場所：おひさま保育園プレイルーム　

予 防 接 種

◉５月 26 日㈫　9：45 ～
　「かおり先生の食育教室」
　おひさま保育園のメニューなどを
　参考にした離乳食を紹介します。
　離乳食の相談にも応じます。
◉６月２日㈫　10：00 ～
　※時間が異なります。
　「親子の足育教室」
　親子で取組める足指マッサージ
　やケア、靴の選び方をお伝えします。
◉６月９日㈫　9：45 ～
　「親子ふれあい遊び（運動）」
　マットやトンネルなどを使って、
　親子で体を動かしましょう。
◉６月16日㈫　10：00 ～
　「親子ふれあいリトミック」
　音楽に合わせて体を動かして遊び
　ましょう。

おひさま教室

おひさま広場

BCG 予防接種

6

土

7

日　

8

月　

9

火

10

水

11

木　
　

12

金　

議
会
６
月
定
例
会
閉
会
日

13

土　

14

日　

村
ポ
ン
プ
操
法
大
会
・
ラ
ッ
パ
吹
奏
大
会

15

月　

16

火　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
定
例
会

17

水　

18

木
　

健
康
相
談
・
介
護
相
談　

９
時
～
11
時

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
―
ル
推
進
委
員
会

19

金　

区
長
会
施
設
め
ぐ
り

20

土
　

小
学
校
参
観
日

広
報
配
布
日

乳児整形検診
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　３月５日、６日に行った一般質問では、８人の議員が質問
しました。
　また、傍聴者は延べ３人でした。「一般質問」は、各議員
の質問や提案等により、執行機関の見解や考え方を明らかに
するもので、大切な「政策論争の場」です。
　なお、次ページからの一般質問の要旨は、質問者自身で 
まとめています。
　一般質問の会議録は、各議員のページにあるQRコードからご覧いただけます。

令和８年３月定例会一般質問

No. 280

１　山
や ま

本
も と

　隆
た か

樹
き ① 今後の「道の駅ファームス木島平」の運営は

② 木島平型教育とは

２　湯
ゆ

本
も と

　行
ゆ き

浩
ひ ろ

① 中山間地域における農地の維持と次世代への継承は

３　湯
ゆ

本
も と

　直
な お

木
き

① 「三期目への思い」の達成度は
② �今年度の議会定例会での諸般の報告等についての対応

とその後は

４　丸
ま る

山
や ま

　邦
く に

久
ひ さ ① 少子化対策プロジェクトと人口ビジョンについて

② 村民はどの産業で生活の糧を得るか

５　関
せ き

　　達
た つ

夫
お ① 地球温暖化防止は一人ひとりの気付きから

② 集落の維持は誰が担う

６　江
え

田
だ

　宏
ひ ろ

子
こ

① ファームス木島平のあり方について
② 実践的な災害対応の備えについて
③ 移住促進に向けた住宅の確保について
④ 職員の主体性と意欲を高める組織運営について

７　山
や ま

浦
う ら

　　登
のぼる

① 令和８年度一般会計予算について
② 村政を村民に説明する方法について
③ 高齢者対策・過疎化対策の総合的な取組みについて

８　山
や ま

﨑
ざ き

　栄
え い

喜
き ①財政運営について

②集落支援員制度の活用について
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事
業
費
と
し
て
借
り
入
れ
た
過
疎
対

策
事
業
債
（
過
疎
債
）
の
償
還
状
況
は
。

　

平
成
24
年
度
の
用
地
取
得
に

５
２
３
０
万
円
、
平
成
26
年
度
の
本
体
工

事
に
１
億
５
０
０
０
万
円
を
借
入
れ
た
。

用
地
は
既
に
償
還
が
完
了
、
本
体
工
事
分

は
令
和
９
年
３
月
に
償
還
を
終
え
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
建
設
後
、
平
成
31
年
の
交
流

ホ
ー
ル
の
空
調
工
事
１
１
０
０
万
円
、

令
和
２
年
度
の
南
側
出
入
口
自
動
ド
ア
設

置
工
事
に
２
３
０
万
円
、
令
和
４
年
度
の

交
流
ホ
ー
ル
屋
根
塗
装
工
事
に
２
９
０
万

円
を
借
入
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
令
和
14

年
、
15
年
、
17
年
の
３
月
に
償
還
期
限
を

迎
え
る
。

　

元
利
償
還
金
は
、
令
和
８
年
３
月
支

払
予
定
分
が
７
０
４
万
円
余
、
未
償
還

元
金
は
、
令
和
８
年
３
月
末
の
時
点
で

２
１
７
４
万
円
余
の
見
込
み
。

　
今
後
の
進
め
方
は
。

質　
問

産
業
企
画
室
長

質　
問

　

次
の
３
案
を
中
心
に
比
較
検
討
を
行
っ

て
い
る
。

　

１
案
、
全
施
設
を
取
り
壊
す
ケ
ー
ス
。

　

２
案
、
老
朽
化
し
た
マ
ル
シ
ェ
ホ
ー
ル

（
Ａ
棟
）
を
取
り
壊
し
、
既
存
の
そ
ば
処

「
村
」、
直
売
所
、
カ
フ
ェ
が
あ
る
交
流

ホ
ー
ル
の
あ
る
東
部
分
（
Ｂ
棟
）
を
残
す

ケ
ー
ス
。

　

３
案
、
Ｂ
棟
を
残
し
つ
つ
農
産
物
直
売

機
能
な
ど
を
充
実
さ
せ
、
小
規
模
な
施
設

を
整
備
す
る
ケ
ー
ス
。

　

こ
れ
ら
３
案
に
つ
い
て
経
費
や
費
用
対

効
果
を
試
算
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
進

め
方
の
検
討
を
し
て
い
る
。

　
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の
運
営

は
収
益
施
設
と
公
益
施
設
と
い
う
形

で
、
行
政
主
導
で
も
な
く
、
民
間
任
せ

で
も
な
い
、
真
の
意
味
の
「
共
創
の
場

づ
く
り
」
が
木
島
平
モ
デ
ル
を
作
り
上

げ
て
い
く
鍵
だ
と
思
う
。

　
運
営
を
地
域
の
実
情
に
関
わ
っ
て
い

る
農
業
振
興
公
社
、
観
光
振
興
局
の
合

同
で
で
き
な
い
か
。

　

提
案
の
「
合
同
に
よ
る
運
営
体
制
」

は
、
農
業
振
興
と
観
光
振
興
を
一
体
的
に

村　
長

質　
問

村　
長

進
め
る
観
点
か
ら
、
有
効
な
手
段
の
一
つ

で
あ
る
と
考
え
る
。
道
の
駅
の
役
割
や
機

能
、
持
続
可
能
な
運
営
の
あ
り
方
を
整
備

す
る
中
で
、
今
後
、
運
営
主
体
や
体
制
の

見
直
し
も
含
め
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
木
島
平
型
教
育
の
特
徴
は
。

　

木
島
平
型
教
育
の
特
徴
は
、
１
つ
目
と

し
て
協
働
す
る
学
び
、
２
つ
目
と
し
て
小

中
一
貫
型
教
育
、
３
つ
目
と
し
て
コ
ミ
ュ

質　
問

教
育
長

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
、
こ
の
３
つ
の
柱
か

ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
み

を
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
で
、
教
育
の
質

の
向
上
、
子
供
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
っ
て

学
び
続
け
る
た
め
の
基
礎
力
の
育
成
を
目

指
し
て
い
る
。

　

１
つ
目
の
柱
、「
協
働
的
な
学
び
」
で

は
、
東
京
大
学
大
学
院
と
の
教
育
・
研

究
連
携
協
定
の
も
と
で
授
業
改
善
が
行
わ

れ
、
平
成
23
年
に
木
島
平
中
学
校
で
も
導

入
。
授
業
で
４
人
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
た

子
供
た
ち
が
互
い
に
意
見
を
出
し
合
い
な

が
ら
、
課
題
解
決
に
向
け
て
学
習
を
進
め

る
こ
と
が
特
徴
。

　

２
つ
目
の
柱
「
小
中
一
貫
型
教
育
」
で

は
、
小
中
学
校
の
施
設
が
分
離
型
で
あ
っ

て
も
、
教
育
理
念
や
教
育
目
標
を
小
中

学
校
で
統
一
し
、
義
務
教
育
９
年
間
を

「
４
・
３
・
２
」
年
生
に
区
分
し
、
９
年
間

を
通
し
た
学
習
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
作
成

し
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
教
育
活
動
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
特
徴
。

　

３
つ
目
の
柱
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
教

育
活
動
を
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
、
平

成
26
年
度
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
」
を
導
入
し
、
村
民
の
学
校
理
解
と
協

働
を
深
め
、
学
校
支
援
を
形
に
す
る
仕
組

み
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。

一般質問会議録

「
共
創
の
場
づ
く
り
」
が
持
続
可
能
な
村
の
玄
関
口

今
後
の「
道
の
駅
フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
」

の
運
営
は

木
島
平
型
教
育
と
は

ファームス木島平での「ナイトマーケット」の賑わい

山
本
　
隆
樹 

議
員
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中
山
間
地
域
で
は
、
高
齢
者
世
帯
を

中
心
に
体
力
的
負
担
や
管
理
費
用
の
問

題
か
ら
農
地
維
持
が
困
難
と
な
り
、
放

置
や
荒
廃
が
進
ん
で
い
る
。
周
辺
農
地

へ
の
悪
影
響
や
鳥
獣
被
害
の
拡
大
が
懸

念
さ
れ
、
農
業
の
衰
退
の
み
な
ら
ず
人

口
減
少
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体

化
等
、
地
域
全
体
の
衰
退
に
つ
な
が
る

可
能
性
に
つ
い
て
、
村
の
認
識
を
問
う
。

　

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足

に
よ
り
遊
休
農
地
が
増
加
し
、
有
害
鳥
獣

の
要
因
と
な
る
な
ど
周
辺
農
地
へ
の
悪
影

響
が
生
じ
て
お
り
、
深
刻
な
課
題
と
認
識

し
て
い
る
。
農
地
の
荒
廃
や
鳥
獣
被
害
拡

大
は
人
口
減
少
と
い
っ
た
共
通
課
題
を
背

景
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
に
も
影

響
す
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
荒
廃
農
地
の
面
積
や
増
加
傾
向
を
ど

の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
の
か
、
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
分
析
や
将
来
予
測

を
行
っ
て
い
る
の
か
、
実
施
状
況
は
。

質　
問

村　
長

質　
問

　

農
業
委
員
会
が
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
未

耕
作
地
を
把
握
し
、
所
有
者
へ
利
用
意
向

調
査
を
実
施
。
結
果
を
踏
ま
え
、
農
業
振

興
公
社
と
連
携
し
て
中
間
管
理
事
業
に
よ

り
遊
休
荒
廃
農
地
の
増
加
防
止
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
農
地
荒
廃
に
伴
う
抜
根
・
整
地
費
用

は
個
人
負
担
が
困
難
で
あ
る
が
、
国
・

県
の
制
度
と
連
携
し
た
上
乗
せ
支
援
や

産
業
課
長

質　
問

相
談
体
制
は
。
ま
た
、
再
生
可
能
な
農

地
を
村
や
地
域
組
織
が
一
時
管
理
・
再

生
す
る
等
、
公
的
関
与
の
あ
り
方
は
。

　

抜
根
費
用
は
国
の
遊
休
農
地
解
消
事
業

や
村
の
補
助
金
で
対
応
し
、
上
乗
せ
支
援

は
現
時
点
で
考
え
て
い
な
い
。
農
業
委
員

会
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
農
業
振
興
公

社
と
連
携
し
て
担
い
手
へ
の
斡
旋
や
管
理

で
対
応
す
る
。

　
中
山
間
地
域
の
小
規
模
農
地
を
荒
廃

さ
せ
ず
次
世
代
へ
継
承
す
る
た
め
、
地

域
に
応
じ
た
柔
軟
な
ほ
場
整
備
と
優
良

農
地
の
明
確
化
、
担
い
手
へ
の
農
地
集

積
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
５
年
10
年
の

中
長
期
的
な
工
程
表
策
定
の
考
え
は
。

　

現
時
点
で
中
長
期
計
画
は
未
策
定
だ

が
、
畑
地
農
家
と
意
見
交
換
し
、
ほ
場
整

備
・
簡
易
整
備
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

所
有
者
や
耕
作
者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
優

良
農
地
の
維
持
に
向
け
、
必
要
に
応
じ
計

画
も
検
討
す
る
。

　
農
地
荒
廃
防
止
や
担
い
手
対
策
、
鳥

獣
被
害
対
策
、
高
齢
者
支
援
、
地
域
コ

産
業
課
長

質　
問

産
業
課
長

質　
問

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
を
関
連
付
け
た
総
合

政
策
は
あ
る
の
か
、
庁
内
横
断
的
な
連

携
組
織
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
設
置

の
考
え
は
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
設
置
は
難
し
い
が
、
農

地
の
遊
休
荒
廃
防
止
は
村
全
体
の
課
題
で

あ
る
。
子
ど
も
達
と
高
齢
者
の
交
流
事
業

等
は
効
果
が
不
明
確
な
た
め
、
小
規
模
対

応
は
可
能
だ
が
、
個
別
事
業
で
検
討
す
る

の
が
適
当
で
あ
る
。

　
高
齢
者
の
離
農
不
安
や
若
年
層
の
流

出
が
進
む
中
、
地
域
の
縮
小
を
受
け
入

れ
る
の
か
、
明
確
な
意
志
と
戦
略
で
立

て
直
し
次
世
代
へ
引
き
継
ぐ
覚
悟
を
村

と
し
て
政
策
で
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

農
地
の
荒
廃
は
全
国
的
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。
村
で
は
、
水
田
は
整
備
・
機
械

化
で
維
持
さ
れ
て
い
る
。
畑
は
採
算
性
や

作
業
負
担
の
課
題
が
大
き
い
。
担
い
手
へ

の
流
動
化
が
見
込
め
る
農
地
は
整
備
を
進

め
る
が
、
一
律
投
資
は
困
難
で
あ
り
、
多

面
的
機
能
制
度
も
活
用
し
、
集
落
で
の
維

持
と
総
合
対
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

村　
長

質　
問

村　
長

一般質問会議録

地
域
農
業
の
維
持
・
再
生
に
向
け
た
施
策
の
整
理

中
山
間
地
域
に
お
け
る
農
地
の
維
持
と

次
世
代
へ
の
継
承
は

湯
本
　
行
浩 

議
員

荒廃した農地の様子
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①
給
食
費
の
負
担
の
軽
減
は
。

②
放
課
後
子
供
教
室
の
負
担
の
軽
減
は
。

①�

給
食
費
に
つ
い
て
は
今
年
度
か
ら
無
償

化
を
実
施
し
て
い
る
。

②�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
経
年
的
に
月
額

料
金
を
減
額
し
て
き
て
い
る
。「
お
や

つ
」
の
提
供
も
始
め
て
お
り
、
令
和
７

年
度
の
登
録
者
数
は
96
名
に
な
っ
て
い

る
。

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
導
入
は
。

④
外
国
語
教
育
の
学
習
環
境
の
充
実
は
。

③�

一
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
、
パ
ソ

コ
ン
の
普
及
、
小
中
学
校
全
教
室
に
電

子
黒
板
を
導
入
。

④�

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
件
に
つ
い
て
は
、

言
葉
だ
け
で
な
く
、
国
際
感
覚
を
養
う

と
い
う
意
味
で
は
大
事
な
取
組
み
の
一

つ
と
考
え
て
い
る
。

質　
問

村　
長

質　
問

村　
長

　
小
学
校
で
の
学
び
直
し
の
時
間
を
設

け
学
力
の
向
上
へ
の
取
組
は
。

　

小
学
校
で
は
昨
年
度
か
ら
、
４
年
生
以

上
で
毎
週
月
曜
日
の
６
時
間
目
を
「
ア
ド

バ
ン
ス
タ
イ
ム
」
と
し
て
位
置
づ
け
、

「
自
ら
分
か
ら
な
さ
を
追
求
す
る
」
学
び

直
し
の
時
間
と
し
て
い
る
。

　
全
庁
的
な
少
子
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
に
よ
る
総
合
的
な
少
子
化
子

育
て
支
援
の
実
状
は
。

　

施
策
の
推
進
の
た
め
の
具
体
案
の
策
定

等
、
事
業
推
進
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
に

令
和
５
年
４
月
に
「
少
子
化
対
策
推
進
部

会
」
を
庁
内
の
検
討
会
と
し
て
設
置
し

た
。
検
討
結
果
を
第
７
次
総
合
振
興
計
画

の
各
施
策
へ
反
映
し
、
現
在
、
計
画
を
も

と
に
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

　
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
に
つ
い

質　
問

教
育
長

質　
問

総
務
課
長

質　
問

て
「
今
後
検
討
委
員
会
を
設
置
し
」
と

の
回
答
が
あ
っ
た
が
検
討
委
員
会
は
設

置
さ
れ
た
の
か
。

　

現
時
点
で
検
討
委
員
会
は
設
置
し
て
い

な
い
。
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
長
寿
命
化
工
事

に
関
す
る
事
務
を
優
先
的
に
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
。
検
討
委
員
会
は
令
和
８
年
９
月

の
設
置
を
目
標
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　

今
回
、
長
寿
命
化
を
図
り
令
和
15
年
度

ま
で
は
現
施
設
を
維
持
さ
せ
た
い
。
次
の

施
設
に
つ
い
て
は
令
和
10
年
度
を
目
標
に

次
の
計
画
に
つ
い
て
村
の
考
え
方
を
示
し

た
い
。

　
観
光
振
興
局
へ
の
指
摘
に
対
し
「
地

域
資
源
の
活
用
（
中
略
）
事
業
成
果
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
事
業
進
捗
を
図
り
ま

す
」
と
の
回
答
だ
っ
た
が
、
進
捗
状
況

の
把
握
は
。

村　
長

再
質
問

産
業
課
長

質　
問

　

事
業
成
果
の
評
価
に
つ
い
て
は
観
光
振

興
局
自
身
が
自
ら
検
証
を
す
る
こ
と
が
基

本
。
村
と
し
て
は
出
し
て
い
る
補
助
金
が

有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
村

の
事
務
事
業
評
価
の
中
で
検
証
し
て
い
く

こ
と
と
な
る
。

　
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
つ
い
て

は
「
今
回
の
指
摘
を
踏
ま
え（
中
略
）村

民
や
地
域
団
体
が
利
用
し
や
す
い
運
用

方
法
の
見
直
し
を
検
討
し
ま
す
」
と
の

回
答
だ
が
、
見
直
し
検
討
は
し
た
の
か
。

　

現
在
見
直
し
の
検
討
は
し
て
い
る
が
、

結
論
に
至
っ
て
い

な
い
。
観
光
交
流

セ
ン
タ
ー
の
会
議

室
の
一
般
利
用
を

可
能
に
す
る
場
合

は
条
例
改
正
が
必

要
。
遅
く
と
も
令

和
８
年
度
の
上
半

期
に
は
結
論
を
出

し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

産
業
課
長

質　
問

村　
長

一般質問会議録

有
言
実
行
　
残
任
期
間
を
全
力
で

湯
本
　
直
木 

議
員

「
３
期
目
へ
の
思
い
」
の
達
成
度
は

観光交流センター

議
会
定
例
会
で
の
諸
般
の
報
告
に

つ
い
て
の
対
応
は
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令
和
７
年
度
の
出
生
数
は
10
人
で
あ

る
と
説
明
が
あ
っ
た
。
令
和
７
年
３
月

に
発
表
さ
れ
た
木
島
平
村
第
７
次
総
合

振
興
計
画
に
よ
る
と
、
令
和
７
年
度
か

ら
令
和
10
年
度
の
出
生
数
の
目
標
が
平

均
で
21
人
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
７
年
度
の
出
生
数
は
、
目
標
を

大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
。
目
標
達
成
の

た
め
に
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
10

年
度
の
３
年
間
に
平
均
出
生
数
で
25
人

を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
る
。

　

ま
た
、
木
島
平
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
令
和
12
年
３
８
４
２
人
、
令
和
22

年
３
５
６
０
人
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

目
標
達
成
も
大
変
困
難
な
状
況
に
な
っ

て
き
て
い
る
と
思
う
。

　
振
興
計
画
の
出
生
数
と
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
人
口
見
通
し
は
達
成
で
き
る
と
考

え
て
い
る
か
。

　

国
勢
調
査
の
人
口
推
移
で
は
、
平
成

17
年
以
降
で
は
５
年
ご
と
に
３
０
０
人

か
ら
４
０
０
人
減
少
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
直
近
の
５
年
間
で
は
４
０
０
人
を

超
え
る
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
出
生

数
に
お
い
て
も
年
間
出
生
目
標
21
人
に
対

村　
長

し
、
令
和
６
年
度
で
は
６
人
、
令
和
７
年

度
で
は
10
人
と
見
込
ん
で
お
り
、
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
の
目
標
達
成
は
現
時
点
で
は
非
常

に
厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
目
標
は
達
成
す
る
た
め
に
作
る
も
の

だ
と
考
え
る
。
第
７
次
総
合
振
興
計
画

を
始
め
て
１
年
以
内
に
難
し
く
な
っ
て

き
た
と
い
う
答
弁
は
い
か
が
な
も
の
か
。

　

目
標
は
、
村
の
施
策
の
方
向
性
を
示
す

も
の
。
現
時
点
、
大
変
厳
し
い
も
の
で
あ

る
が
、
目
標
は
変
え
ず
に
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
子
育
て
世
代
の
移
住
者
数
の
目
標
を

52
人
（
令
和
７
年
度
か
ら
令
和
10
年
度
）

と
し
て
い
る
が
、
令
和
７
年
度
は
現
時

点
で
何
人
達
成
し
て
い
る
か
。
ま
た
、

目
標
の
52
人
を
達
成
す
る
た
め
の
方
策

は
な
に
か
。

　

52
人
と
い
う
数
字
は
、
令
和
７
年
か
ら

10
年
の
累
計
で
、
年
平
均
13
人
と
な
る
。

令
和
７
年
は
現
時
点
で
10
人
な
の
で
年
平

均
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
令
和
10
年
ま

で
の
目
標
と
す
れ
ば
達
成
の
見
込
み
は
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
少
子
化
対
策
の
特
効
薬
は
、
子
育
て

を
す
る
の
に
不
安
の
な
い
所
得
を
得
る

こ
と
が
で
き
る
雇
用
先
の
確
保
だ
と
考

え
る
。

　
雇
用
先
の
確
保
の
た
め
に
何
を
す
る

か
。

　

観
光
関
連
事
業
や
農
産
加
工
な
ど
、
村

村　
長

質　
問

産
業
企
画
室
長

質　
問

村　
長

内
の
地
域
特
性
を
生
か
し
た
分
野
へ
の
起

業
や
創
業
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
ま
た
、

村
内
雇
用
に
限
ら
ず
、
本
村
に
住
み
な
が

ら
近
隣
市
町
村
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
暮
ら
し
や
す
さ
や
通
勤
の
し
や
す
い

環
境
の
整
備
を
行
っ
て
、
子
育
て
世
代
に

選
ば
れ
る
村
づ
く
り
を
進
め
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
る
。

　

村
民
は
第
一
次
産
業
、
第
二
次
産

業
、
第
三
次
産
業
の
ど
こ
で
生
活
の
糧

を
得
て
い
け
ば
い
い
と
考
え
て
い
る

か
。
村
内
と
村
外
に
分
け
て
、
各
産
業

の
就
業
者
数
を
示
し
て
ほ
し
い
。

　

本
村
の
就
業
者
数
の
内
訳
に
つ
い
て

は
、
第
一
次
産
業
が
23
％
、
第
二
次
産
業

が
22
％
、
第
三
次
産
業
が
55
％
と
な
っ
て

お
り
、
既
に
第
三
次
産
業
が
雇
用
の
中
心

で
あ
る
。
農
業
を
核
に
加
工
、
販
売
、
観

光
、
サ
ー
ビ
ス
分
野
を
組
み
合
わ
せ
た
産

業
構
造
に
よ
っ
て
支
え
て
い
く
こ
と
が
現

実
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
農
業
の
集

約
化
が
進
む
中
で
も
、
関
連
産
業
を
含
め

た
雇
用
の
創
出
に
よ
り
、
村
外
も
含
め
地

域
全
体
と
し
て
、
生
活
の
糧
を
確
保
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

質　
問

村　
長

一般質問会議録

木
島
平
村
の
将
来
は
、

　
　
産
業
が
再
生
で
き
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
丸
山
　
邦
久 

議
員

 こんな光景が村内あちこちに見られること。それが少子化対策。

少
子
化
対
策
と
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

目
標
は
達
成
す
る
た
め
に
作
る
も
の

雇
用
先
の
確
保
は
？

ど
の
産
業
で
村
民
は
糧
を
得
る
の
か

質　
問

質　
問
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地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
猛
暑

で
、
農
作
物
に
高
温
障
害
が
起
き
て
、

農
家
に
は
打
撃
だ
。
異
常
気
象
に
皆
心

配
は
す
る
が
、
対
策
は
他
人
事
で
見
て

見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化

対
策
は
、
喫
緊
の
課
題
で
行
政
の
役
割

は
大
き
い
。
令
和
７
年
度
の
各
温
暖
化

対
策
事
業
は
ど
う
だ
っ
た
か
、
反
省
す

べ
き
点
は
何
か
。
令
和
８
年
度
事
業
の

意
気
込
み
は
。

　

各
家
庭
へ
の
設
備
設
置
支
援
は
利
用
を

促
せ
な
か
っ
た
が
、
一
人
一
人
に
ゴ
ミ
の

削
減
な
ど
、
広
い
意
味
で
の
温
暖
化
対
策

の
取
組
み
の
周
知
、
啓
発
を
積
極
的
に
進

め
て
い
き
た
い
。
公
共
施
設
で
の
太
陽
光

発
電
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
検

討
を
続
け
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に

取
組
む
た
め
の
、
情
報
提
供
、
周
知
・
啓

発
に
努
め
る
。

　
「
気
候
市
民
会
議
」
と
の
名
称
で
団
体

を
創
り
、
活
動
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い

質　
問

総
務
課
長

質　
問

る
。
事
業
の
進
め
方
の
ヒ
ン
ト
と
と
ら

え
、
温
暖
化
対
策
事
業
の
進
め
方
を
見

直
し
て
は
。

　
「（
気
候
）
村
民
会
議
」
と
い
う
も
の
を

計
画
は
し
て
い
な
い
。
広
い
意
味
で
の
対

村　
長

策
と
し
て
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
補
助
、

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
で
の
省
エ
ネ
化
の
補

助
、
生
分
解
性
マ
ル
チ
補
助
、
カ
ヤ
の
平

ブ
ナ
の
植
林
再
整
備
、
民
間
の
水
力
発
電

事
業
、
池
の
平
の
蓄
電
事
業
な
ど
が
村
の

動
き
と
し
て
あ
る
。
村
民
の
皆
さ
ん
も
、

自
分
が
ど
う
い
う
ふ
う
に
温
暖
化
対
策
に

関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
考
え
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
継
続
し
て
温
暖
化

防
止
策
の
周
知
・
啓
発
を
行
う
。

　
村
は
各
区
へ
の
補
助
、
交
付
金
を
増

や
さ
な
い
か
と
の
質
問
に
「
補
助
金
な

ど
に
頼
ら
な
い
地
区
づ
く
り
を
考
え

て
い
る
」
と
の
回
答
。
む
ら
づ
く
り
は

人
づ
く
り
、
人
口
減
少
、
高
齢
化
、
働

き
手
不
足
が
進
む
中
で
、
時
代
の
流
れ

に
対
応
し
た
地
区
づ
く
り
は
、
村
民
の

多
様
な
意
見
を
聞
く
場
を
多
く
持
つ
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
村
長
は
聞
く
耳
を

持
っ
て
地
域
の
声
を
聴
い
て
い
る
か
。

　

地
区
づ
く
り
懇
談
会
で
多
様
な
意
見
を

伺
っ
て
い
る
。
共
通
す
る
よ
う
な
意
見
要

質　
問

村　
長

望
は
、
区
長
会
を
通
じ
情
報
提
供
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
地
元
出
身
職
員
を
中
心
に
地
区

担
当
制
を
設
け
、
意
見
・
要
望
を
言
い
や

す
い
環
境
と
し
て
い
る
。
懇
談
会
を
実
施

し
て
い
な
い
地
区
も
あ
る
が
、
都
合
を
つ

け
て
実
施
い
た
だ
き
た
い
。
か
ね
て
よ
り

要
望
の
あ
っ
た
、
行
政
交
付
金
の
予
算
を

今
年
は
増
額
し
た
。

　
小
集
落
は
高
齢
化
と
世
帯
の
減
少
で

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
の
事
業
実
施
の

た
め
の
区
費
の
徴
収
は
大
変
重
く
、
悩

み
で
あ
る
。
金
銭
支
援
以
外
に
何
が
あ

る
か
。
地
区
に
元
気
を
取
り
戻
す
た
め

に
は
、
リ
ー
ダ
ー
役
を
つ
く
る
こ
と
が

大
事
だ
。
５
年
後
10
年
後
、
集
落
の
機

能
が
ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
か
心
配
だ
。

　

区
長
会
な
ど
を
通
じ
各
区
の
課
題
を
再

整
理
し
、
可
能
な
支
援
が
あ
れ
ば
実
現
し

た
い
。
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
こ
と
は
必
要

だ
が
、
あ
ら
た
な
役
職
に
つ
な
が
る
心
配

も
生
じ
る
。
区
と
し
て
の
独
自
性
と
実

践
も
担
保
し
つ
つ
運
営
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
各
地
区
の
活
気
が
村
全
体
の
活
気
と

な
る
、
出
来
る
支
援
は
行
っ
て
い
く
。

質　
問

村　
長

一般質問会議録

地
球
温
暖
化
防
止
は
一
人
ひ
と
り
の
気
付
き
か
ら

村
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
事
業
は

　
　
広
く
理
解
を
得
て
い
る
か

集
落
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の

　
　
人
手
が
た
り
な
い
、
誰
が
担
う

馬曲川水力発電所の取水口（左）とごみ取り装置（右）

関
　
達
夫 

議
員

自然エネルギーの活用で地球環境を守ることが重要
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①�

今
後
の
施
設
の
あ
り
方
と
再
整
備
の

構
想
は
。

②
村
民
の
利
用
拠
点
と
し
て
の
考
え
は
。

①�

村
民
の
意
見
を
踏
ま
え
、
計
画
を
見
直

し
、
３
案
（
Ａ
：
全
て
解
体
、
Ｂ
：
交

流
ホ
ー
ル
＝
直
売
所
側
の
み
存
続
、

Ｃ
：
交
流
ホ
ー
ル
側
を
残
す
＋
マ
ル

シ
ェ
ホ
ー
ル
解
体
跡
に
小
規
模
施
設
再

整
備
）
を
比
較
検
討
。
今
議
会
中
に
方

向
性
を
示
す
。（
後
日
、
Ｃ
案
で
進
め

た
い
旨
の
報
告
有
り
）

②�

村
民
が
日
常
的
に
利
用
す
る
拠
点
機
能

は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
が
、
財
政
負

担
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
課
題
。
当
面
は
用

途
を
絞
る
必
要
も
あ
る
。
民
間
活
力
も

含
め
、
段
階
的
に
拡
大
を
図
る
こ
と
も

可
能
と
考
え
る
。

 

①�

あ
ら
ゆ
る
状
況
を
想
定
し
た
避
難
訓

練
（
積
雪
期
・
荒
天
時
・
夜
間
等
）

質　
問

村　
長

質　
問

の
導
入
は
。　

②�

集
落
ご
と
の
「
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

（
特
に
積
雪
期
、
荒
天
時
、
夜
間
等
）

の
策
定
状
況
は
。

③�

避
難
所
運
営
の
課
題
は
。
寒
さ
・
暑

さ
・
夜
間
等
を
想
定
し
た
「
避
難
所

体
験
」
の
取
組
み
も
し
て
は
ど
う
か
。

④�
「
原
子
力
災
害
」
の
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
配
布
は
。

①�

マ
ン
ネ
リ
化
も
課
題
だ
が
、
ス
ム
ー
ズ

な
避
難
の
定
着
と
い
う
効
果
は
あ
る
。

冬
季
や
夜
間
の
訓
練
は
安
全
面
か
ら
、

現
行
の
時
期
や
時
間
帯
で
継
続
。

②�

26
集
落
中
19
集
落
で
「
自
主
防
災
組

織
」
が
整
備
さ
れ
、
村
へ
の
避
難
計
画

の
提
出
に
よ
り
、
状
況
把
握
に
努
め
て

い
る
。
積
雪
期
や
夜
間
の
対
応
は
課
題
。

③�

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
や
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
配
慮
し
た
基
準
（
ス
フ
ィ
ア
基
準
）

へ
の
対
応
な
ど
、
課
題
は
ま
だ
あ
る
。

全
村
で
の
避
難
所
体
験
は
難
し
い
。

　

集
落
等
で
検
討
を
。

④�

近
隣
自
治
体
と
情
報
共
有
し
、
検
討
し

た
い
。

村　
長

総
務
課
長

①
住
宅
確
保
の
現
状
と
課
題
は
。

②
今
後
の
取
組
み
は
。

③�

「
中
間
管
理
住
宅
の
考
え
方
」（
※
下

図
）
を
提
案
。
見
解
は
。

①�

昨
年
度
の
移
住
相
談
は
99
件
に
対
し
、

実
際
の
移
住
は
16
人
。　
　

　

�　

移
住
相
談
で
は
、
賃
貸
物
件
や
、
す

ぐ
に
住
め
る
住
宅
、
新
築
用
地
の
ニ
ー

ズ
が
あ
る
が
、
即
応
で
き
ず
、
初
期
段

階
で
本
村
が
候
補
か
ら
外
れ
る
「
機
会

損
失
」
が
生
じ
て
い
る
。

　

�　

活
用
可
能
と
見
込
ま
れ
る
空
き
家
は

約
40
件
あ
る
が
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
は
進
ん
で
い
な
い
。

②�

空
き
家
所
有
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
、

市
場
に
出
し
や
す
く
す
る
こ
と
が
重

要
。「
仲
介
手
数
料
補
助
」
の
新
設
や

「
家
財
処
分
費
支
援
」
の
拡
充
等
で
、

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
を
促
進
す
る
。

　

�　

ま
た
「
将
来
の
相
続
や
管
理
の
不

安
」
に
、
早
期
か
ら
向
き
合
う
意
識
の

醸
成
や
相
談
体
制
の
継
続
で
、
空
き
家

の
活
用
と
移
住
促
進
に
つ
な
げ
た
い
。

質　
問

産
業
企
画
室
長

③�

有
効
な
手
法
の
一
つ
と
認
識
。
ま
ず
は

空
き
家
物
件
の
掘
り
起
こ
し
で
、
状
況

を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

②�

現
在
、
単
身
、
若
者
夫
婦
向
け
の
コ
ン

パ
ク
ト
な
集
合
住
宅
の
建
設
を
進
め
て

い
る
が
、
新
た
な
若
者
住
宅
の
建
設
も

計
画
的
に
進
め
た
い
。

　

�　

民
間
事
業
者
も
ア
パ
ー
ト
建
設
等
に

参
入
し
や
す
い
環
境
整
備
を
更
に
検
討

し
た
い
。

村　
長

一般質問会議録

将
来
を
見
据
え

　
　
課
題
に
前
向
き
か
つ
着
実
に
取
り
組
む
村
へ

フ
ァ
ー
ム
ス
木
島
平
の

再
整
備
の
構
想
は

江
田
　
宏
子 

議
員

こ
の
ほ
か

職
員
の
主
体
性
と
意
欲
を
高
め
る�

取
組
み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

災
害
時
対
策
に
実
践
的
な
備
え
を

移
住
定
住
に
向
け
た
住
宅
対
策
は

中間管理住宅のイメージ

①�空き家所有者と村で賃貸借契約
　（10～12年ほど）
②�村がリノベーションして、希望者に賃借
③�入居者は村に家賃支払い
　（2～3年ごと更新など）
④�所有者は、村との賃貸借契約満了後、
　入居者に売却または継続で賃借
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改
定
案
は
、
子
育
て
支
援
給
付
金

（
福
祉
事
業
）
の
財
源
を
医
療
保
険
の
保

険
税
に
上
乗
せ
徴
収
す
る
も
の
で
、
給

付
の
可
能
性
の
無
い
子
供
の
い
な
い
世

帯
も
一
律
負
担
す
る
こ
と
は
、
国
民
健

康
保
険
制
度
の
趣
旨
か
ら
逸
脱
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　

子
育
て
世
代
を
社
会
全
体
で
支
え
る
仕

組
み
と
す
る
「
子
ど
も
子
育
て
支
援
金
制

度
」
の
財
源
確
保
に
向
け
、
必
要
な
財
源

を
適
正
に
確
保
す
る
た
め
に
事
務
を
進
め

て
い
る
。
子
供
が
い
る
・
い
な
い
に
関
わ

ら
ず
、
全
て
の
方
に
負
担
を
い
た
だ
き
人

口
の
増
加
を
図
り
、
将
来
的
に
社
会
保
障

制
度
の
担
い
手
を
増
や
す
も
の
で
あ
る
。

　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
改
修
工
事
と
し

て
、
１
億
４
０
５
８
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
改
修
工
事
の
内
容
、
働
い
て

い
る
職
員
の
皆
さ
ん
の
環
境
改
善
の
臭

質　
問

民
生
課
長

質　
問

気
対
策
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し

た
「
有
機
の
里
」
の
資
源
循
環
型
農
業

の
村
づ
く
り
の
事
業
、
今
後
の
施
設
の

運
営
方
法
を
伺
う
。

　

本
工
事
は
、
主
に
鉄
骨
の
補
強
、
柱
・

梁
の
塗
装
、
内
部
の
壁
と
天
井
の
補
修
、

電
気
設
備
の
更
新
を
行
う
。
約
半
年
を
見

込
ん
で
い
る
。
基
本
的
に
密
閉
式
の
施
設

で
、
今
回
の
長
寿
命
化
工
事
で
は
臭
気
等

環
境
に
つ
い
て
は
改
善
す
る
と
い
う
こ
と

は
な
い
。

　

現
時
点
で
は
今
の
施
設
の
長
寿
命
化
事

業
を
優
先
し
て
進
め
て
い
る
。
村
が
新
た

な
施
設
を
整
備
す
る
案
に
加
え
て
、
広
域

産
業
課
長

連
携
や
民
間
委
託
な
ど
、
村
と
し
て
施
設

を
保
有
し
な
い
選
択
肢
も
含
め
て
、「
有

機
の
里
」
事
業
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
く
方
向
で
検
討
し
て
い
く
。

　
財
政
調
整
基
金
の
令
和
８
年
度
末
残

高
見
込
み
額
は
、
６
億
１
５
６
１
万
円

で
、
財
政
計
画
で
は
基
金
は
年
々
減

少
し
、
令
和
11
年
に
は
、
マ
イ
ナ
ス

１
億
８
５
０
０
万
円
と
推
計
さ
れ
て
お

り
、
将
来
、
村
の
事
業
が
行
き
詰
ま
る

こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

　

財
政
計
画
は
、
実
施
計
画
に
基
づ
い
て

作
成
し
て
お
り
、
特
に
歳
入
に
つ
い
て

は
、
過
大
に
見
込
む
こ
と
の
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
今
後
の
財
政
計
画
に
つ
い
て

は
、
歳
入
歳
出
、
繰
越
額
な
ど
こ
れ
ま
で

の
実
績
を
踏
ま
え
特
別
交
付
税
や
国
・
県

の
補
助
金
、
地
方
債
を
財
源
と
し
て
活
用

し
、
一
般
財
源
に
過
度
の
負
担
が
生
じ
な

い
よ
う
に
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
る
。
各

種
事
業
や
計
画
の
見
直
し
を
事
務
事
業
評

価
に
基
づ
き
行
い
、
補
助
事
業
の
活
用
な

ど
に
よ
る
財
源
確
保
と
合
わ
せ
て
健
全
財

政
の
維
持
に
努
め
て
い
く
。

質　
問

　
村
か
ら
示
さ
れ
る
重
要
な
内
容
を
含

む
議
案
や
資
料
を
他
に
口
外
し
な
い
守

秘
義
務
、
公
表
の
制
限
を
求
め
ら
れ
た

こ
と
が
過
去
に
何
度
か
あ
っ
た
。
内
容

に
よ
っ
て
は
理
解
で
き
る
が
、
期
間
が

示
さ
れ
ず
議
員
が
村
民
に
説
明
し
意
見

を
聴
く
機
会
が
制
限
さ
れ
、
疑
問
に
感

じ
る
。

　

議
会
に
提
示
す
る
資
料
と
し
て
は
、
秘

密
資
料
と
し
て
提
示
す
る
場
合
が
あ
る
。

最
近
で
は
、
観
光
施
設
の
民
間
譲
渡
な

ど
、
内
容
に
よ
っ
て
は
個
人
情
報
等
で
守

秘
義
務
を
課
す
こ
と
が
あ
る
。
議
決
事
項

と
し
て
必
要
な
も
の
で
あ
れ
ば
極
力
提
示

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
基
準
や
期

限
に
つ
い
て
特
に
定
め
て
い
な
い
が
、
そ

の
都
度
、
議
決
を
経
た
後
に
事
業
を
公
表

す
る
な
ど
、
そ
の
時
点
で
公
に
公
表
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

質　
問

一般質問会議録

村
の
事
業
・
予
算
は
、
村
の
現
状
と
、
将
来
を
見
す
え
、

　
村
民
の
意
向
を
十
分
組
み
込
ん
だ
上
で
計
画
を

国
保
税
改
定
に
疑
義
が
あ
る

堆
肥
セ
ン
タ
ー
改
修
と
施
設
の
将
来
は

山
浦
　
登 

議
員

こ
の
ほ
か

高
齢
化
、
過
疎
化
対
策
の
総
合
的�

取
組
み
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
一
般
会
計
予
算
を
質
す

村
政
の
説
明
責
任
の
判
断
は

議会で堆肥センター視察

財
政
調
整
基
金
減
少
に
懸
念

村　
長

村　
長

村　
長
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財
政
調
整
基
金
の
令
和
７
年
度
末
残

高
見
込
み
額
が
、
令
和
６
年
度
末
よ
り

１
億
８
千
万
円
ほ
ど
減
少
す
る
見
込
み

だ
が
、
減
少
す
る
特
別
な
事
情
が
あ
っ

た
の
か
。

　

令
和
７
年
度
末
の
財
政
調
整
基
金
残
高

見
込
み
額
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
３

月
補
正
予
算
を
含
む
数
値
を
根
拠
と
し
て

算
出
し
て
い
る
。

　

歳
入
歳
出
予
算
を
全
て
消
化
し
た
場
合

に
は
、
財
政
調
整
基
金
が
１
億
８
千
万
円

ほ
ど
減
少
す
る
見
込
み
だ
が
、
事
業
完
了

に
よ
り
不
用
額
が
発
生
す
る
の
で
、
実
質

的
に
は
減
額
は
少
額
に
な
る
見
込
み
。

　
今
後
数
年
で
財
政
運
営
に
支
障
を
来

た
す
、
あ
る
い
は
基
金
が
枯
渇
す
る
事

態
が
発
生
し
な
い
か
。
し
な
い
場
合
に

は
、
そ
の
根
拠
を
明
確
に
。

　

基
金
残
高
が
急
激
に
枯
渇
す
る
こ
と

は
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
に
く
い
。

質　
問

総
務
課
長

質　
問

総
務
課
長

　

財
政
計
画
は
、
歳
入
は
過
大
に
見
込
む

こ
と
の
な
い
よ
う
査
定
し
、
収
支
不
足
額

に
つ
い
て
は
、
基
金
を
取
り
崩
し
た
場
合

の
推
計
を
示
し
て
い
る
。

　
健
全
財
政
維
持
の
た
め
、
庁
内
行
財

政
改
革
推
進
委
員
会
を
開
催
し
た
か
。

　

普
通
交
付
税
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と

質　
問

総
務
課
長

や
、
事
業
や
計
画
の
見
直
し
を
随
時
進
め

て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
健
全
財
政
の
維
持

を
図
っ
て
い
く
。
今
後
の
状
況
を
見
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
て
判
断
し
て
い
く
。

　
新
規
作
物
の
導
入
や
特
産
品
の
開
発

を
行
う
た
め
、
農
業
改
良
普
及
指
導
員

経
験
者
な
ど
を
集
落
支
援
員
と
し
て
募

集
で
き
な
い
か
。

　

農
家
の
意
向
を
把
握
し
な
が
ら
必
要
に

応
じ
て
検
討
す
る
。

　
福
島
県
喜
多
方
市
で
は
野
菜
の
直
売

所
の
運
営
に
、
ま
た
、
新
潟
県
糸
魚
川

市
で
は
高
齢
者
サ
ロ
ン
の
開
催
に
集
落

支
援
員
を
活
用
し
て
い
る
。
本
村
で
も

活
用
で
き
な
い
か
。

　

農
産
物
の
直
売
所
等
へ
の
出
荷
を
支
援

す
る
こ
と
な
ど
を
業
務
と
し
た
、
村
農
業

振
興
公
社
で
勤
務
い
た
だ
く
集
落
支
援
員

の
採
用
を
検
討
中
。

質　
問

村　
長

質　
問

産
業
企
画
室
長

　

通
い
の
場
ピ
ー
ス
や
楽
々
貯
筋
教
室
な

ど
を
通
し
、
介
護
予
防
事
業
を
集
落
支
援

員
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
て
い
る
。
活

動
中
の
サ
ロ
ン
や
団
体
活
動
等
に
高
い

ニ
ー
ズ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
介
護

予
防
事
業
に
お
い
て
も
開
催
を
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
。
今
後
も
高
齢
者
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
な
が

ら
、
事
業
の
あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

　

複
数
の
集
落
を
掛
け
持
ち
で
よ
い

が
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
み
、
人

材
が
不
足
し
て
い
る
集
落
の
事
務
を
支

援
す
る
集
落
支
援
員
を
募
集
で
き
な
い
か
。

　

各
地
区
か
ら
選
出
し
て
い
た
だ
い
て
、

そ
の
方
を
集
落
支
援
員
に
選
任
す
る
こ
と

も
可
能
だ
と
思
う
。

　

村
と
し
て
の
集
落
支
援
員
の
目
標
は
あ

る
が
、
地
区
に
よ
っ
て
実
情
が
違
う
。
そ

の
地
区
の
要
望
に
沿
っ
た
中
で
、
兼
業
と

い
う
パ
タ
ー
ン
も
あ
り
、
様
々
な
面
で
検

討
い
た
だ
い
た
う
え
で
、
相
談
し
て
、
可

能
な
範
囲
で
集
落
支
援
員
を
選
任
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

民
生
課
長

質　
問

副
村
長

一般質問会議録

財
源
不
足
等
に
充
て
る
財
政
調
整
基
金
が
減
少
す
る
が

　
健
全
財
政
の
維
持
は
？

山
﨑
　
栄
喜 

議
員

財
政
調
整
基
金
の
減
少
は

集
落
支
援
員
の
有
効
活
用
を

スキー場下から村中心部を望む
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役
場
の
２
階
に
上
が
る
階
段
の
踊

場
に
「
敬
天
愛
人
（
け
い
て
ん
あ
い

じ
ん
）」
の
ブ
ロ
ン
ズ
額
が
あ
る
。

　
「
敬
天
愛
人
」
は
、
中
国
古
典
『
書

経
』
な
ど
に
由
来
す
る
と
さ
れ
、「
天

を
敬
い
、
人
を
愛
す
る
」
と
い
う
意

味
の
言
葉
。
こ
れ
を
座
右
の
銘
に
し

た
の
が
幕
末
の
英
傑 

西
郷
隆
盛
。
さ

ら
に
こ
の
精
神
を
社
是
に
掲
げ
た
の

が
稲
盛
和
夫
率
い
る
京
セ
ラ
で
あ
る
。

　

天
を
敬
い
、
人
を
愛
す
る
。
言
う

の
は
簡
単
で
す
。
し
か
し
、
Ａ
Ｉ
が

会
議
を
ま
と
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
が
寿
司

を
握
る
時
代
で
も
、
最
後
に
「
あ
り

が
と
う
」
と
言
っ
て
頭
を
下
げ
る
の

は
や
っ
ぱ
り
人
で
す
。

　

ど
ん
な
に
す
ご
い
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
で
も
、
あ
た
た
か
い
気
持
ち
ま

で
は
作
れ
ま
せ
ん
。
世
の
中
を
本
当

に
動
か
し
て
い
る
の
は
、
や
は
り
人

の
心
。「
敬
天
愛
人
」
と
は
、
ど
ん
な

に
時
代
が
進
ん
で
も
変
わ
ら
な
い
最

新
技
術
時
代
の
ア
ナ
ロ
グ
最
強
パ
ス

ワ
ー
ド
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

�

ゆ
っ
き
ー

議
員
の

ひ
と
り
ご
と

ちょっと
いっぷく

議会を傍聴しませんか

定例会・臨時会の会議録は、どなたでもご覧いただけます

次回定例会の開催予定

議会だより
編集委員

委 員 長　江田  宏子　
副委員長　山本  隆樹
委　　員　山浦  　登　
　　　　　関　  達夫　
　　　　　湯本  直木
　　　　　湯本  行浩

　本会議は、どなたでも傍聴できます。
　傍聴席は、役場２階 議場後方が入口です。
　また、本会議は、ふう太ネットで生放送および再放送をしています。
　�開会日と閉会日の再放送は、当日の午後10時からです。一般質問の

再放送は、ふう太ネット番組表または音声放送等でご確認ください。

会議録は、定例会・臨時会の本会議記録を載せています。
次の場所・方法で閲覧できます。
・役場２階の議会事務局での閲覧（平日午前８：30～午後5：15）
・村公式ウェブサイトに掲載

木島平村  で検索して、次のように進んでください。

※３月定例会会議録は、現在作成中のため次回定例会までに掲載予定です。

５月14日（木）午後５時
　議会事務局へ直接お持ちいただき、
　事務局職員に説明をお願いします。

公式ウェブサイト（トップページ下段）の 木島平村議会 → 会議録
スマートフォン・タブレッ
トからは、QRコードの読み
取りでご覧いただけます。

６月議会定例会 請願・陳情の受付締切日※現時点での予定です。

開　会　日　５月29日（金）
一般質問①　６月 ４日（木）
一般質問②　６月 ５日（金）
閉　会　日　６月12日（金）
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冨
久
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桃
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委
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冬　
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川　

口　

茉　

奈

委
員
長

副
委
員
長

委

員

　

小　

林　

洋　

一

　

髙　

橋　

む
つ
枝

　

岡　

田　

恵　

美

　

福　

地　

恭　

子

　

小　

松　

久　

人

　

西　

澤　

仁　

美

　

中　

村　

圭　

吾

　

近　

藤　

茂　

幸

　

小　

池　

克　

幸

会

長

委

員

　

滝　

沢　

良　

一

　

岩　

井　

眞
里
子

　

外　

山　

珠　

代

　

佐　

藤　

富
喜
子

　

山　

﨑　

智
恵
美

委
員
長

副
委
員
長

委

員

　

丸　

山　

孝　

治

　

山　

本　

隆　

樹

　

瀧　

澤　

桂　

子

　

萩　

原　

由　

美

委
員
長

副
委
員
長

委

員

本年度も公民館活動を本年度も公民館活動を
よろしくお願いしますよろしくお願いします

　木島平村公民館では「誰もが暮らしやすい持続可能な村～安心して子育てで
き 誰もが学び続けられる村～」をテーマとして、本年度も様々な活動を計画
しています。
　ここに紹介する皆さんは、公民館活動のいろいろ
な分野で、講座やイベントの企画・運営・地域連携
の調整・事業への参加促進・各種事業の運営補助等
にお力添えをいただく方々です。
　一年間、よろしくお願いいたします。（敬称略）
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生
涯
学
習
健
康
講
座
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
健
康
増
進
を
目
的
と

し
て
「
ス
テ
キ
な
カ
ラ
ダ
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
！
」 

２
０
２
６

「
ス
テ
キ
な
カ
ラ
ダ
を

つ
く
り
ま
専
科
」の
ご
案
内

生
涯
学
習
健
康
講
座
（
民
生
課
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
）

　

生
き
が
い
の
あ
る
人
生
を
築
き
、
仲
間

づ
く
り
と
認
知
症
予
防
、
手
指
の
運
動
を

目
的
に
「
健
康
麻
雀
の
集
い
」
を
開
講
し

ま
す
。

　

健
康
麻
雀
は
、「（
お
酒
を
）
飲
ま
な

い
」「（
た
ば
こ
を
） 

吸
わ
な
い
」「（
物

を
）
賭
け
な
い
」
を
ル
ー
ル
と
し
た
シ
ニ

ア
世
代
を
中
心
に
人
気
が
あ
る
健
全
な
頭

脳
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
仲
間
と
の
会
話
も
魅

力
な
健
康
的
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー
で
す
。

●
日
　
時　
年
間
を
通
し
て
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
　

９
時
か
ら
16
時

●
参
加
費　
無
料

●
そ
の
他　

�

初
心
者
講
習
会
は
行
い
ま
せ

ん
が
、
お
気
軽
に
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

※
参
加
申
し
込
み
は
公
民
館
事
務
局

　

☎
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１

　
《
す
こ
し
で
も
英
語
を
話
し
て
み
た

い
！
》《
文
法
か
ら
で
は
な
く
話
し
な
が
ら

英
会
話
を
学
び
た
い
！
》
と
い
う
大
人
の

方
（
学
生
不
可
）
を
対
象
に
開
講
し
ま
す
。

　

レ
ッ
ス
ン
も
少
人
数
制
で
講
師
の
対
応

も
丁
寧
な
の
で
初
心
者
で
も
気
軽
に
参
加

で
き
ま
す
。
英
会
話
の
習
得
は
、
ひ
と
り

で
続
け
る
よ
り
も
仲
間
が
い
る
こ
と
で
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
保
た
れ
ま
す
。

　

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時　
毎
月
１
回

　
　
　
　
　

第
２
ま
た
は
第
３
金
曜
日

　
　
　
　
　

19
時
45
分
か
ら
21
時

●
会
　
場　
農
村
交
流
館
研
修
室

●
参
加
費　
１
回
５
０
０
円
（
教
材
費
）

●
講
　
師
　
ロ
ス  

ジ
ャ
ス
テ
ン
先
生

　
　
　
　
　
（
小
学
校
英
語
教
諭
）

※�

基
本
の
挨
拶
・
道
案
内
の
仕
方
な
ど
を

学
び
ま
す
。

※
参
加
申
し
込
み
は
公
民
館
事
務
局

　

☎
０
２
６
９
（
８
２
）
２
０
４
１

健
康
麻
雀
の
集
い

大
人
の
楽
し
い
英
会
話

参

者
加

募
集

参

者
加

募
集

R6年度太極拳講座の様子

❶ 

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
・

　 

ボ
ク
シ
ン
グ

❷ 

太
極
拳

　

日
々
の
ス
ト
レ
ス
解

消
・
体
全
体
の
引
き
締

め
に
効
果
抜
群
で
す
。

　

�

５
月
８
日
・
５
月
22
日
・
６
月
５
日
・

６
月
19
日

　
【
い
ず
れ
も
金
曜
日
全
４
回
】

《日　時》　①19時～20時　②19時～20時30分
《場　所》　農村交流館
《受講料》　無料
【申込み】　�各講座開催日の１週間前までに、生涯学習係までお

申込みください。
　　　　   ☎0269（82）2041

　

筋
力
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
向

上
、
転
倒
予
防
、
血
流
改
善
等

心
身
の
健
康
増
進
が
期
待
で
き

る
有
酸
素
運
動
で
す
。

　

�

９
月
４
日
・
９
月
18
日
・

　

10
月
９
日
・
10
月
23
日

　
【
い
ず
れ
も
金
曜
日
全
４
回
】



30

人権問題への意識の高揚をはかるポスター展
令和７年度の優秀作品の
紹介の１回目です。

（中学生の部）

小こ

林ば
や
し

ゆ
あ 

さ
ん

高た
か

藤と
う

由ゆ

以い 

さ
ん

山や
ま

城し
ろ

輝き

未ら 

さ
ん

梅う
め

嵜ざ
き

友ゆ

結い 

さ
ん

北
き た

山
や ま

優
ゆ

奈
な

 さん

湯
ゆ

本
も と

伊
い

沙
さ

奈
な

 さん

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優
秀
賞

優秀賞優秀賞

優秀賞優秀賞

　

身
近
な
地
域
の
歴
史
講
座
と
し
て
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
「
ふ

る
さ
と
資
料
館
歴
史
講
座
」
が
３
月
23
日
に
農
村
交
流
館
研
修
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
長
野
郷
土
史
研
究
会
会
長
で
「
善
光

寺
如に

ょ

来ら
い

縁え
ん

起ぎ

」
等
多
数
の
著
作
で
知
ら
れ
る
小
林
一
郎
先
生
を
お
招

き
し
、「
善
光
寺
と
ご
開
帳
の
歴

史
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
村
内

外
か
ら
34
名
の
皆
さ
ん
が
参
加

さ
れ
、
善
光
寺
の
歴
史
と
庶
民

信
仰
に
つ
い
て
、
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
資
料
館
歴
史
講
座

～「
善
光
寺
と
ご
開
帳
の
歴
史
」～

30名を超える参加者で盛況に開催

長野郷土史研究会小林一郎さん　
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　　　　　　　　　　　　往郷911-7 若者センター内　82-3111（内線206）
　　　　　　　　　　　　月曜日休館　開館時間：平日９時～17時45分／土日祝８時30分～17時15分

日本人に味噌が必要な７つの理由（岩木みさき）、毎日、一輪。（小野木彩
あや

香
か

）、日本人拉
致（蓮

は す

池
い け

薫
かおる

）神さまたちの由来（木村紀
の り

子
こ

）、古代文字を解読していたら、研究に取り
憑

つ

かれた話（大城道
み ち

則
の り

他）、「うた」で読む日本のすごい古典（安田登
のぼる

）、図解大切な人
がパーキンソン病になったときに最初に読む本（作田学

まなぶ

）、営繕かるかや怪
か い

異
い

譚
た ん

その４
（小野不

ふ

由
ゆ

美
み

）、テミスの不確かな法廷２（直島翔
しょう

）、火
ひ

喰
く い

鳥
ど り

 羽
う

州
しゅう

ぼろ鳶
と び

組
ぐ み

（今村翔
しょう

吾
ご

）

おうちでできる！ kajiiのふしぎな手
て

づくり楽
が っ

器
き

（kajii）、きみはいっぽんの木（やまぐちりりこ・松
ま つ

成
な り

真
ま

理
り

子
こ

）

　むかし、お母さんの言うことを聞かないあまがえるの子がいました。
　お母さんが何を言っても反対のことばかりするへそまがり。「すわって」
と言うと立ち上がり、「おいで」と言うとあっちへ行ってしまいます。やが
てお母さんは心配のあまり病気になってしまいました。「ぼうや、わたしが
死んだら山ではなく、川のそばに埋めてね…」お母さんはこう言い残して
息をひきとりました。本当は山に埋めてもらいたかったのに、わざと反対
のことを言ったのです。あまがえるの子は泣きながら、お母さんを川のそ
ばに埋めました。こんどこそお母さんの言うことをきいたのです。それか
ら、あまがえるの子は雨が降りそうになると「お母さんのお墓、流された
らどうしよう」と心配して、泣くようになりました…。このお話を聞いた
子供たちの感想は「かわいそう」「どうして…」など様々です。お話は韓国
の昔話で、親を大切にする韓国の人々に深く浸透しているそうです。同じ
ような昔話は日本の各地にもあるので是非、読んでみてください。…

『あまがえるさん
　　　  なぜなくの？』

作／キム・へウォン

今月の一冊今月の一冊 公民館図書委員　芳川　富
ふ

久
く

美
み

新着図書

児童図書

図書館　　だより

ちっちゃな図書館

ちっちゃな図書館蔵書
検索システムはこのQR
コードから！

　

今
日
は
区
の
花
見
だ
。
飲
む
ぞ

う
！

　

朝
一
番
は
、
普ふ

請し
ん

か
ら
区
内
の
側

溝
の
ゴ
ミ
出
し
、
空
き
缶
拾
い
。
一

輪
車
、
ス
コ
ッ
プ
、
ジ
ョ
レ
ン
が
活

躍
す
る
。
そ
れ
が
終
わ
る
と
山
際
へ

集
合
し
て
山
間
地
の
農
地
を
守
る
電

気
柵さ

く

の
設
置
だ
。
数
人
で
プ
ラ
イ

ヤ
ー
や
ペ
ン
チ
、
金か

な

槌づ
ち

を
持
っ
て
、

冬
前
に
外
し
て
お
い
た
柵
を
起
こ
し

て
高
さ
や
間
隔
を
見
直
す
。

　

さ
て
、
次
は
「
飲
み
会
」
だ
が
、

始
め
る
に
は
ま
だ
ま
だ
早
い
。
電
線

の
取
替
、
補
修
に
手
間
取
り
10
時
30

分
頃
終
わ
っ
た
。

　

午
後
２
時
か
ら
当
区
伊
勢
神
社
広

場
で
の
花
見
大
会
だ
。
花
も
ち
ょ
う

ど
良
い
見
頃
と
な
り
、
参
加
者
18
名

だ
が
、
当
区
を
背
負
う
人
々
の
集
い

と
な
っ
た
。
分
館
長
の
発
声
で
始
ま

り
、
区
長
の
乾
杯
で
花
見
会
は
始
ま

り
ま
し
た
。
来
年
も
参
加
し
た
い
で
す
。

原
大
沢
分
館
　
丸
山
孝
治

区民総出の普請作業　区民総出の普請作業　

満開の桜木の下で満開の桜木の下で

分分
館館
だ
よ
り
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ふれあいネットワークふれあいネットワーク

5/20（水） ○�無料法律相談（相談
員…長野県弁護士会
派遣弁護士）

○�集まろう！通いの場
「ピース」

5/21（木） ○安心買い物ツアー

5/27（水） ○ふれあいランチ

  6/3（水） ○�心配ごと相談（相談
員…人権擁護委員）

  6/4（木） ○�集まろう！通いの場
「ピース」

6/10（水） ○�ふれあいランチ

6/11（木） ○安心買い物ツアー

6/17（水） ○�集まろう！通いの場
「ピース」

6/18（木） ○安心買い物ツアー

6/24（水） ○ふれあいランチ

No. 388

発行：社会福祉法人
　　　木島平村社会福祉協議会
住所：木島平村大字住郷908-3
TEL：0269（82）4888

5/15
6/30
〜

社協の予定

この社協だよりは共同募金の配分金で発行されています。

ヘルスアップ・ラボとは、健康を維持する
ための実践の場という意味です。
自分のやりたいことを楽しむには、元気な
筋力が欠かせません。
周りを気にせず、自分の体調に合わせた運
動習慣をつけませんか。
時間内であれば、お好きな時間にご利用し
ていただけます。
今の自分に「ちょうどいい」から始めま
しょう。

新しい介護予防事業が始まります！

「しゃべりた〜いサロンカフェ」「しゃべりた〜いサロンカフェ」は

９時30分から16時までの間、無料で利用できます。
飲み物や食べ物を持ち込んでいただけます。
つくしの家のコーヒーも1杯100円で飲むことができます。
お一人でも、仲間と一緒でも、来たいときに寄れる場所です。
ぜひ、1度お立ち寄りください。
次回開催日は５/22（金）です。

［１日OPEN日］   AM  9：30～ 11：30
　　　　　　　    PM13：30～16：00
　5/29（金）、6/26（金）、7/31（金）、
　8/28（金）

［半日OPEN日］   AM  9：30～11：30
　6/8（月）、6/15（月）、7/6（月）、
　7/16（木）、8/3（月）、8/10（月）
詳しい内容は広報折込チラシをご覧ください。

● 好きな時に行ける所があればいいのに
● 何もしないで、ゆっくりしたい
● 仲間とお茶飲みながらおしゃべりしたい
● �ゆっくりできておいしいコーヒー飲める

所ないの？
● 行けば誰かいて、話ができたらいいな

・�地域に密着した地域福祉活動のため、
社協会費の納入にご協力をお願いします。

● 一世帯　1,200円
※�納入につきましては、各地区社協支部長を通

じてお願いとチラシの配布をさせていただき
ます。ご理解とご協力をお願いします。

・�日本赤十字社では、皆さまからご協力
いただいている活動資金で国際救援活
動、血液事業や奉仕団のボランティア
活動を行っています。

● 寄付金　一世帯あたり概ね300円
● 会　費　2,000円以上の個人
● 協力会員　500円以上の個人

ご協力をお願いしますご協力をお願いします
社 協 会 費社 協 会 費 日赤活動資金日赤活動資金

（82）4888

木島平村社協
公式ウェブサイト

といった地域の皆さんの声から生まれました。
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貸　出　車　両

利　用　料　金

　第２、４水曜日を活動日とし、
地域ボランティアの協力のもと
配食サービスを行っています。
１食：400円　昼食のみ

（11時～12時の間にお届けします）

【対象となる方は下記のとおりです】
⃝一人暮らしの高齢者、障がい者
⃝高齢者、障がい者のみの世帯
⃝昼間高齢者、障がい者のみとなる世帯

ホンダN ボックス、ダイハツハイゼット

無　料
※ただし、燃料費（1㎞あたり20円）は自己負担です。

【４月22日】　
・さば缶の炊き込みご飯
・油淋鶏
・かぶときゅうりの浅漬け
・里芋の煮物
・りんごのコンポート

調理に興味のある方、配達にご協力いただける方を募集してい
ます。一緒に活動してみませんか。
� 問合せ先：社協 0269（82）4888

ふれあいランチだよりふれあいランチだより

栄養豊富な、手作り
お弁当はいかがですか？

  ご利用を希望される方は、
　　木島平村社協まで
　　ご連絡ください。

【４月８日】
・ごはん  ・さわらの野菜あんかけ
・切干大根の炒り煮 
・桜えびのポテトサラダ
・春キャベツの塩昆布和え
・フルーツ

ふれあいランチボランティア募集

希望の旅
「じょんのび」

　普段出かける機会の少ない障
がいのある方や介護が必要な
方、一緒に出掛けませんか。

　今年度は、日帰り
温 泉 旅 行 と し て、

「神の宮温泉 かわら
亭」へ出かけます。

と　き：６月30日 （火）
　　　　 9:00~16:00 （予定）
ところ：妙高市「神の宮温泉 かわら亭」
参加費：一人2,000円
対象者：�村内在住の身体障がい者
　　　　（３級以上）
　　　　知的障がい者 （療育手帳）
　　　　精神障がい者 （保健福祉手帳）
　　　　介護保険要介護度２以上
付き添い：�介護者・ボランティア
申し込み〆切り：６月10日 （水）
申込み・問い合わせ：�社会福祉協議会
　　　　　　　　　　電話（82）4888

参
加
者
募
集



 木村  雫
しずく

ちゃん

 令和６年３月 15 日生まれ

（北鴨区/大
ひろ

志
し

さん・未
み

都
さと

さん）

２歳くらいのお子さんを大募集！掲載されたご家庭に
は、ふう太ネットでの放送を収録したDVDまたはBD
のどちらか１枚と広報誌３冊をプレゼントします。詳
しくは政策情報係（内線114）までご連絡ください！

世帯と人口 5 月 1 日現在
（令和２年国勢調査に基づく推計値）

1,891（−6） 2,021（−12） 3,912（−18）1,517（−10）

　

か
け
っ
こ
や
遊
具
で
遊
ぶ
こ
と
が

好
き
で
、
Ｔ
Ｖ
の
ま
ね
を
し
て
踊
る

こ
と
が
マ
イ
ブ
ー
ム
の
雫
ち
ゃ
ん
。

　

図
鑑
な
ど
で
い
ろ
ん
な
も
の
覚
え

よ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

◆令和８年 5 月 15 日（毎月 1 回発行）　　◆第一企画株式会社

◆発行／木島平村 〒 389-2392 長野県下高井郡木島平村大字往郷 914 番地６  ☎ 0269（82）3111  

　木島平村公式ウェブサイト  自然劇場きじま平　http://www.vill.kijimadaira.lg.jp/
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村
長
ひ
と
こ
と
（
119
）

有
事
に
備
え
て

　

林
野
火
災
の
発
生
件
数
は
、
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
そ
う
で

す
。
山
と
人
間
の
係
わ
り
が
薄
れ
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

特
に
最
近
は
熊
の
出
没
が
頻
繁
で
、
気
軽
に
山
菜
取
り
に
も
行

け
な
く
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
林
野
火
災
は
大
規
模
化
し
て
い
ま
す
。
昨
年
の

岩
手
県
大
船
渡
市
で
は
約
３
３
７
０
ha
、
今
年
の
大
槌
町
で
は

約
１
７
０
０
ha
と
大
き
な
も
の
で
し
た
。
温
暖
化
で
気
温
が
高

く
な
る
と
、枯
葉
や
枯
れ
枝
が
乾
燥
し
燃
え
や
す
く
な
り
ま
す
。

特
に
冬
か
ら
梅
雨
前
は
、太
平
洋
側
で
は
乾
燥
す
る
日
が
増
え
、

一
度
発
生
す
る
と
大
規
模
化
し
や
す
い
よ
う
で
す
。
山
が
荒
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
の
も
一
因
か
と
思
い
ま
す
。

か
な
り
昔
に
な
り
ま
す
が
、
私
も
消
防
団
員
と
し
て
山
火

事
の
現
場
に
出
動
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
昼
間
で
あ
っ
た
た

め
、
火
が
ど
こ
ま
で
迫
っ
て
い
る
の
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

突
然
立
木
が
炎
に
包
ま
れ
た
り
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
煙
が
上

が
っ
た
り
と
、
山
火
事
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
ま
し
た
。

山
で
は
水
利
が
な
く
、
延
焼
を
防
ぐ
た
め
ス
コ
ッ
プ
や
鍬

で
溝
を
掘
っ
た
り
、
叩
い
て
消
し
た
り
、
と
に
か
く
人
海
戦
術

で
す
。
大
槌
町
で
は
１
６
０
０
人
を
超
え
る
消
防
職
員
、
消
防

団
員
が
消
火
に
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

村
内
で
も
例
年
春
に
な
る
と
原
野
火
災
が
発
生
し
ま
す
。
大

規
模
に
な
ら
ず
に
済
ん
で
い
る
の
は
消
防
団
員
の
迅
速
な
消
火

活
動
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
、
少
子
高
齢
化
、
職
業
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
消

防
団
員
の
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。
村
で
は
、
設
備
の
充
実
や

待
遇
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
消
防
団
組
織
や
訓
練
、

行
事
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
有
事
の
際
、
村
民
の
生
命

と
財
産
を
守
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

木
島
平
村
長　

日
䑓　

正
博

5 月掲載承諾分動きの人人人人
※氏名の一部に常用漢字を使用・敬称略で記載

ごめいふくをお祈りします

木島平村と LINE でつながりませんか

【登録者数 2,100 人突破！】

　村の防災や子育て、イベント情
報などホットな話題を迅速にお届
けします。

自然劇場

　  ４   . ７          北　鴨     　大西　孝
たか

子
こ

　　  （89）
　  ４   .15          中　町     　眞篠　清

きよ

海
み

　　  （92）
　  ４   .16          柳久保     　  森　  道

みち

江
え

　　 （104）
　  ４   .18          小　見     　桑原　三

み

枝
え

子
こ

　    （75）
　  ４   .23          糠　千     　勝山　八

や

千
ち

代
よ

　   （98）




